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心 の 糧

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ

神の権能を通 して与えられる神権を持つことは人間最大の

賜であり，その価値はこの上な く大きい。神権の本質は永遠

である。神を代表する責任を認識する者は，大いなる祝福を

受ける。権能を持つ者はあらゆる状況の下，すべての言葉 と

行ないにおいて責任感を持たなくてはならない。聖なる神権

の保有者は，だれひとりその妻を不敬に扱ってはならない。

神権者はひとりといえども，食物の祝福を求め，妻子 と共に

ひざまずき，主の導 きを願 うことを怠ってはならない。家摩

は人が神権を持ち神権を敬 うときに変わる。私たちは神権を

独裁的に用いてはならない。主がこう言われたからである。

「……もし己が罪を蔽いか くさんとし，われ らの高慢，空 し

き野望を充たさんと企て，または幾分にても正 しか らざるこ

とによりて人の子 らを支配 し，統御 し，強制せんとする時は

見よ諸天は退き去 り，主の 『みたま」悲 しむ。主 の ｒみ た

ま』退き去 らば，神権またはその人の権威は終りなり。」（教

義と聖約１２１：３７） 主が予言者ジョセブ ・ス ミスに与えられ

たこの啓示は，教育，心理，統治に関 してこれまでに与えら

れたうちで最も美 しい教えに数えられている。私たちは教義

と聖約１２１章のこの言葉を，繰り返 し読むべきである。

私たちは，キリス トにおける兄弟たち，この世で最も大い

なる兄弟たちの一員であることを認識 し，一日一刻神権の標

準を保とうと最善を尽 くそうではないか。

正直で誠実な生活を しよう。自分に正直に，兄弟たちに正

直に，家族に，交わる人に正直に，常に正直であろう。なぜ

なら目は私たちに注がれており，全人格の基礎は正直 と誠実

の原則の上に置かれているか らである。

神が導いておられるこの教会に忠実でありなさい。あなた

の家族に誠実でありなさい。

子供たちを守 りなさい。独善ではな く，父親 愛ある母親

のやさしい模範 によって子供を導 きなさい。 自分の持つ神権

を家庭や自分の生活で行使 し，そうすることにより教会を強

める力となるよう，イ斗ス ・キ リス トの御名により祈るもの

である。アーメン。

今月の聖徒の道
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今 月 の 表 紙

今 月 の表 紙 は ， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に よ る末 日聖 徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会設 立 を 描 い た もの で あ る。 教 会 は， １８３０年 ４月 ６ 日，

ア メ リカの ニ ュー ヨー ク州 ， フ ェ イ ヤ ッ トで組 織 され た。 作 者 は ジ

ョ ン ・フ ォ ル ター で ， 原 画 は ミズー リ州 イ ンデ ペ ンデ ンス の教 会 訪

問 者 セ ンター に飾 られ て い る。
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Ｈ ・バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン 「

ボ ー ン ・Ｊ ・

フ ェ ザ ー ス トー ン

ス テ ー キ部 ・伝 道 本 部 住 所

東 京 ス テ ーキ部 〒 １０７東京都港区北青山 ３の ６の ９

ＴＥＬ （０３－４０７－２４６５）

大 阪 ス．テ ーキ部 〒５６０大阪府豊中市 岡町 １の ２の ３

ＴＥ Ｌ （０６８－５２－３７３４）

日 本 東 伝 道本部 〒０６３札幌市中央 区北 ２条西２４の２４５

Ｔ ＥＬ （０１１－６１１－３６９７）

日 本 伝 道 本 部 〒１０６東京都港 区南麻布 ５の ８の１０

ＴＥＬ （０３－４４２－７４３８）

日本中央侮道 本部 〒６５７神戸市灘区篠原本町 ４の ６の２８

ＴＥＬ （０７８－８８－２７１２－３）

日本西部伝道本部 〒８１０福岡市中央区平尾浄水 町４６

ＴＥＬ （０９２－５２－６０８４）

今月の聖徒の道

今月号では，神権が特に強調 されている。 この非常に重要

なテーマに関する近代の予言者たちの説教を掲載できるのは

喜びである。教会のすべての会員には，男性であれ女性であ

れ，できる限り神権 とその権能について学ぶことの必要性を

理解 していただきたいと願っている。

妻たる者は，・夫が神権の召 しを果たすときに支持 し，励ま

す ことができるよう，神権について学ぶべきである。

将来結婚 したいと願っている女性は，ふさわしい神権者の

特質を学ぶべきであり，これによって，将来の夫に何を期待

するかを知るのである。神権についての研究や家庭において

神権を支持することにどんな意味があるのかを知ることは，

結婚の準備の大切な一段階と考えられる。

すべての女性は，神権指導者たちをさらによく支持 し助け

またそれによって一層大きな祝福を得ることができるよう，

神権の役割，力，秩序等について可能な限り学ぶ べ きで あ

る。

もちろん，神権者や将来神権者 となるべ き人が，神権につ

いてできる限り学ぶべきであることは言 うまで もない。

＜＠ ロレンゾ ・スノー大管長はこう語った。 「神権こそ，人に

風格，名声，知恵，力そして権威を与えるものであり，この

地上においては，人の子 らの うちに己れを築き上げ，天上に

おいては，限 りなき永遠を通 じて人を昇栄に導 き，平安 と幸

福を与え，王座 と支配の権能 とを与えるものである。」

聖 徒 の 道 ３ 月 号

発行所 末 目聖徒 イエス ・キ リス ト教会

東京デ ィス トリピューシ ョソ ・センター

東京都港区南麻布 ５－ ８－１０

定価 年間予約 １，３００円 １部 １３０円
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神 権 の 強 さ

一 奉 仕， フェロー シップ，従順， そ して誘惑 に抗 することにつ いて，神権者 に与え る勧告

大管長 ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー

これ までのお話 を聞いて私 はひ とつ

の経験を ここで話 したい と感 じて い

る。今宵， この大 会に聞き入 っている

人 々は数多い と思 うが，特 にひと りの

人は この ことをあ りあ りと思 い出す こ

とであろ う一 それは何年か前 のアジ

アでのできご とである。 この話 の一部

に特 に注 目 していただ きたい。若 いと

きの誤 ちが将来，神 の王 国で奉仕で き

る機会 をいか にそこなうかを知 って欲

しいのである。

軍人会員 と集会 を持 っていた ときの

ことである。 ひとりの青年が最初 に話

をす るよう指名 された。 この青 年は，

主が弟子 のために祈 られた主あ祈 りを

テキス トに，話 をすす めた。「わた しが

お願 いす るのは，彼 ら（私の弟子 たち）

を世 か ら取 り去 ることではな く，彼 ら

を悪 しき者か ら守 って下 さることであ

ります 。」 （ヨハネ１７：１５）そ して， こ

の若者は貞節 についていまだ聞いた こ

とのない程すば らしい話を した。彼 は

こ う言 って話を終わ った。 「純潔 を失

うよりは，死んで，棺 に入 れ られて，

故 国に送 られ る方がよい と思 います。」

軍人ばか りの聴 衆の間には，水 を打

ったような沈 黙が あったｑそれか ら証

曾辱

を述べて，演壇 か ら降 りよ うとす ると

彼はつまずいて倒 れ，演壇 の上 にうず

くまった。私 た ちは彼 を演壇か らおろ

し，生気 を取 り戻すまで介抱 して，席

に連 れて行 った。

彼 を連 れて行 くとき，伝道部長 は，

「心臓 が悪いん じゃないで しょうか
二

と言 った。私 は答 えた。 「彼が話 して

い る間中，私 は彼 の内に敵対す る もの

があるのを感 じていま しセ

私 に話す番が ・ニヒ 上き．私はその青

年 に言 った 一書 は弘たちに非常に深

い感銘 を与 えて くれた。君 は純潔 を失

うよ りは死んだ方がいい と言 ったね。

だが私 たちが聞いた ことは悪魔 も聞い

たということも忘れないよ うに しなさ

い。私 の推測が はずれていなければ，

悪魔 は，純潔を失 う くらいな ら生命 を



捨てると言った君の言葉を試そうとし

ているからね。十分警戒 しなさい。」

集会が終わると，グループリーダー

が私にそっと言った。 「あなたの言葉

はほぼ核心をついていました。という

のは，この空軍基地は，部下を陥れよ

うとする売春婦が一杯はびこっている

腐敗 しきった町です。私たちは，部下

がその魔手にかか らないよう留意 して・

きました。ところが乙の青年は，そん

な娼婦の所へ遊びに行 く約束を して し

まったのです。私たちは彼が出かける

前にそれを知 りました。それで言いま

した。 『私たちは君をそこに行かせる

わけにはいかない。君のおかあさんの

ことを考えてみなさい。君の恋人や妹

たちのことを考えてみなさい。これか

ーら君 と一緒に行って，何とか丁寧にそ

の約束を断わることにしよう。』」

彼 らは実際にそうした。そ してその

青年を ２週問よく見守ることにした。

彼 らはその青年にワー ド・ティーチ ン

グ，つまり今で言 うホーム ・ティーチ

ングの責任を与えた。 これは基地内の

すべての不活発会員を訪問することで

あった。そして ２週間後， この青年に

貞節に関 して話す割当てを与えたので

ある。

それか ら何年かたった。私はマッケ

イ大管長 と共にロサンゼルス神殿の献

堂式に参列 していた。集会の合間に，

私は新鮮な空気を吸いに外に出た。私

が神殿の西側を歩いていたとき，ちょ

っと小高い所に，見覚えのある青年が

立っているのが見えた。その青年に近

づいて行 くと，彼は私 に気がついて，

階段を走って降りて くると，私にとび

つ くようにして言 った。 「リー長老，

私はロサンゼルス神殿で働 くよう召さ

れたんですよ。」

一私は胸につまるものを覚えた。私が

彼に会ったのは，一歩踏み誤れば，ロ

サンゼルス神殿で働 く権利を失ったか

も知れないそんな岐路に立っていたと

きだったからである。

さらに何年かたって，私は彼の住む

地方の大会に出席 した。若い夫婦が通

路を歩いて来るのが見えた。男の人は

その腕に無垢な幼な児を抱 き，そして

美 しい女性が彼に寄 り添 っていた。妻

だと紹介 して くれた。その幼な児の顔

を見せてくれたとき，その青年の顔に

漂 う誇 りがうかがえた。若い父親とな

ったこの青年は，その幼な児に汚れの

ない純粋な血が流れていることを知っ

ていたか らである。これこそ，試練を

耐え抜いてきた者に与えられる報いで

ある。

私たちが若い人々を教える際，留意

しなければならないことのひとつは，’

思いもよらないときに来る誘惑 にいか

に対処すればよいかを教えることであ

る。兵役に赴 こうとする青年たちに教

えるときには，実際に経験のある人に

来てもらって， 「じゃ， こういう誘惑

にあったら，どうしますか。どう対処

しますか」等 と言 ってもらうことであ

る。そうすれば，自分ならどう対処す

るかを話 し合うことができる。 この邪

悪な時代に，これは何と大切なことで

あろうか。

第一に責任があるのは，その子供の

父親である。 こうは言って も，父親ば

ある朝起きて，息子を枕 もとに呼び，

１５分間で人生のあらゆることを話せと

いうのではない。子供たちはこんなこ

とを必要 としているのではない。子供

は，微妙な問題について尋ねたいと思

うときに答えて くれる父親を必要とし

ているのである。子供 というものは知

識に飢えており，あらゆる物事に好奇

心を持っている６

もし父親が，飾 り気な く，正直で，

子供の成長に応 じてその知恵の限りを

尽 くして話 してあげたら，その父親は．

子供が成長 したときに相談 したいと思

うような父となるであろう。そのよう

な父親は，子供の霊 に と っ て錨であ

り，彼の人生経験の書から，子供が予

想 もしないときに襲 って くる運命の魔

手に陥 らない．よう，対処方法を教える

ことであろう。

もうひとつのことをお話 したい。私

たちは，家庭の夕べのような活動やそ

の他神殿結婚，ホーム ・ティーチング

等の諸活動について研究 して，単に警

告 したり，家庭の夕べやホーム ・ティ

ーチングをするよう圧力をかけようと

したりしても，決 して事態は進展 しな

いことがわかった。ホーム ・ティーチ

ングを行い，家庭の夕べを持ち，聖餐

会の出席数を増加させ，神殿結婚や神

殿の参入を増加させるための唯一の方

法は，確固として，神権者が家庭でそ

の神権の召しを全力を尽 くして遂行す

ることにあるとわかってきている。神

権者が，自分に与えられている全能の

神の力，すなわち神の神権の重要性を

理解するまでは，その塚庭は確固たる

ものとはなりえない。

私たちが強調 しなければならないこ
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神 権 の 強 さ

とは，父親はすべてその家族の永遠の

福祉に責任があるということである。

これはつまり，家族と共に教会に集う

ことであり，家族 と共に聖餐会に出席

することであり，家族のきずなを強め

るために家庭の夕べを開 くことで あ

る。また家族を神殿 に連れて行 くべ

く，自分が備えをすることであ り，そ

れによって永遠の家族の結びつきをつ

くる歩みを進めるのである。

神権者が，主の命 じられた通り生活

し，仕事をすることにより，いかにそ

の神権の召 しを全力を尽 くして遂行す

ればよいかを心に留めてお くことは，

高度の責任である。

私 は多 くの教会員が霊的な自殺を企

てていることを知 っている。肉体的な

自殺を企てている人々と同様，彼 らも

助けを求めている。そ：うした苦痛の声

は，私たちが気づきさえすれば，命を

救いうる声なのである。

今 日，私たちの周囲には，霊的な自

殺の危機にあるがゆえに， しるし，つ

まり苦痛の叫びをあげようとしている

人々がいる。そしてもし折に触れてそ

の苦痛の叫びに気づきさえすれば，私

たちは魂を救 う手だてとなりうるので

ある。

今，私たちはあらゆる所に住む人々

に兄弟愛の手を拡げ，真に改宗 してい

る人々に，教会に加入 したいと思って

いる人々に，またそこで見いだせる数

多 くの豊かな祝福を受けたいと願って

いる人々に， この手を差 し伸べなけれ

ばな らない。まだ神権を持っていない

人々のためには，イエス ・キリス トの

祝福ができる限 り完全な形で与えられ

１００

るよう，私たちは祈っている。一方，

教会員に申し上げたいことは，主イエ

ス ・キリス トの模範に誠心誠意な らっ

ていただきたいということである。主

は互いに愛 し合うべきであるという新

しい戒めを与えられた。それを忘れる

ことのないよう願 っている。

母後にもうひとつ述べたい。私は，

今晩のス ミス大管長のお話に別の意味

で感動 した。私の学んだことが確かに

真実であると言 った人がある。十二使

徒評議員会の一員 として名を連 らねる

ようになって間もない頃，私が参加を

許 された最初の教会再組織の場面は，

グラント大管長の逝去の折であった。

私たちは神殿に集って長い討 議 を し

た。 これは，票決によって教会の大管

長選任が決定する前にはいつ もとられ

る措置である。そのとき，私は，だれ

が副管長になって，‘だれがならないか

などといううわさがあった ことを老え

ていた。そうした再組織には，つきも

ののうわさである。 しか し，大管長が

副管長を指名 し，彼 らが部屋の上座に

ついたとき，私は心中，彼 らこそ主が

教会の大管長会に必要とされる人々で

あるとの確信をもった。私の耳 もとで

真理が高 らかに歌いあげ られたかのよ

うにその確信が感 じられた。

私は，次のことを皆様に 強 調 した

い。だれか次のように言った人があ る

が， これは正に真実である。 「人は神

の力が教会の指導者の上に留まるのを

見て，それが胸の中で炎のように燃え

るようになるまで，真実の意味で改宗

したとは言えない。」教 会 員は，自分

たちが正 しく導かれているという確信

を得，神の人である幹部の兄弟たちが

霊感を受け，神の御手によって正 しく

任命されているという確信を得てはじ

めて，真実の意味での改宗をするので

ある。

それゆえ私は証する。私が前述のと

きに知 ったように，今，主が選ばれた

人々は，主が特別なときに必要 とされ

る人々であるということを，私 １ま全身

全霊をかけて知っている。私は，十二，

使徒会の会員であっ『たオルソン ・Ｆ・

ホイットニー長老１が この説教壇から

述べ るのを聞いたことがある。彼の信

ずるところはこうである。大管長会を

構成する兄弟たちは，必ずしも教会で

一番よい人々ではない。それどころか

彼 らと同 じようにいやそれ以上に義 し

く生活 している人 々はた ぐさん いる。

しか し，ひとつのことだけは確かであ

る。それは，空席ができ，主がある人、

を必要とするとき，主は，目を転 じ，

そのときにその地位を埋めるに一番ふ

さわ しい人を見つけ出されるというこ

一 とである。 一

私は，３１年 という期間，教会幹部の

地位にあって，このことが真実である

とよ ζ知 ってい る。私 は，主が この孕

会を導 いてお られ ると証す る。 Ｅｌ々 ，

絶 えず， この教会 の評議会 に神の導 き

があ ることを感 じてい る。 この証を，

へりくだ。て主・エス ・‘董酵 伽

名によって申し」曝 蓼 ’アーメン。

Ｌ ．オル ソ ン ・フ ァー ガ ソ ン ・ホ イ ッ ト

ニー （１８５５－ １９３１） ソル トレー ク市

に生 ま れ， １９０６年 ’４月 ９日使徒 に聖

．

任 さ れ た。



神 権

王 の 軍

一 なぜ神権者は誘惑に打ち勝ち，神権に誇 りをもつ必要があるのか一

教会中 のそこか しこに集 う神権 者の

大 きな群れ に心を向 けるとき，讃 美歌

「見 よ
，王の軍は」を鑑賞す る意味を

一層深 くす る ものがあ る。私た ちは こ

の地 ヒで，神の聖な る神権，すなわ ち

神の御名 によって語 り行な う権能 を有

す る唯一一の民であ る。私 たちが 自らを

訓練 し， その神権の召 しを全 力を尽 く

して遂行す るな らば，善に とって同 と

驚異的な力 とな ることであろ うか。何

たる特権，何た る責任 であろ うか。

父親 と して息子 として，また神権者

と して，私た ちは常に謙遜 で誇 り高 く

また保 持す る神権 を決 して恥 とす るよ

うな ことがあ ってはな らない。私 たち

は他 とは違 う特 異な民 であ り，真理 と

義のゆえに，他 と異 なっていなければ

な らないのである。決 して 「他人 よ り

聖い」 とい う態 度を取れ とい うので は

ないが，常に教会 の標準 を守 って生活

し迷 うことのないよ うに。

ある人 は名声の失墜を恐れ，嘲笑を

恐 れるか も知 れな１・，世 の人 のように

なろ うと努 めた り，世 の罪深 い要求を

満 たそ うと努 めた りす る必要のない こ

とは．言 うまで もない。世 にあって も，

世 の もの となることのないように。私

の経験 か ら何の疑 い もな く申 し上げた

い ことは，人 は決 して保 持す る神権を

恥 じる必要 はない し，その教 えに従 っ

て生活 ン ゴ）。神権 の召 しを全力を尽

くして遂 ：∵ア ぞ⊃を恥 じる必 要 もない

とい うことで ある

私が，つ い昨 日， ひ二・の非常 に成

功 した実業家 と話を して 、弥 ときの こ

とであ る。彼は， この教 会で献身 組 こ

働 く会員であ り，その神権 の召 しを全

第一副 管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

力を尽 くして遂 行 している 人 物 で あ

る。私 は， 「あなたは自分の人生で神

権が 自分にとって損 になった ことが あ

りますか」 と尋ね てみた。

彼 の答 えは 「タナー副管長，それは

常 に益 の方 に働 いてきま した」であ っ

た。

ある人 々は，今 日，教会の青少年，

ひいては一 部の監督，ス テーキ部長の

考 え方 に も影響を及ぼ してい る世 界的

放縦 の傾向を もってすれば，私 たちが

余 りにも厳 しく道徳を教 えす ぎている

とい う。実際私 た ちは堅 物 と受け とら

れてい る。だが私に言わせれば，それ

は， 自分を人よ りも徳高 く，知恵 のす

ぐれた者だ と自負する心 の狭 い人 間の

ことであ る。世 の方法 で判 断すれ ば，

恐 ら く私たちは堅物 であろ う。

私 たちは信仰 を失い，近代 の啓示を

否定 し，生活態度 を世 の人 と同 じ様 な

ものに しよ うとしているのだろ うか。

それ とも私 たちは特異 な民で あ り神権

を尊 び，その義務 を全力 を尽 くして遂

行 しようと してい るのだろ うか ，

私 た ちは世 と違 っている。私 たちに

は啓 示 された福 ．音があ り， 神 権 が あ

る。私た ちは どのよ うな場合で も，模

範 とな らなければな らない。

それ ともイザヤの言 う 「しか し，役

人た ちの中に も， イエスを信 じた者が

多か ったが， パ リサイ人 をはばか って

告自は しなかった。会堂か ら追 い出 さ

れるのを恐れ ていたのである。

彼 らは神 のほまれ よ りも，入のほ ま

れを好 んだか らで ある （ヨハ ネ１２：４２

一・壬３）」 と い う人 々の中 に数え られ よ

うとしているのだ ろうか。

今晩，私の話 に耳を傾 けてい るすべ

ての青年 に申 し上 げたい。 （効 あ るこ

とな ら，私 は神権を もつすべての青年

とひと りび と り話 したいのだが。）

私 たちはイ エス ・キ リス トの福音 を

恥 とす る必要 はない。む しろ私 たちの

持つ神権を絶 えずへ り くだ って誇 りと

すべ きで ある。

私 は，翌月バ プテス マを受けよ うと

して いたひ と りの青年 と話をする機会

があ った。彼 は家族 の中でただひ とり

バ プテス マを受け るのであ った。私 は

彼に尋ねてみた。 「何 が原 因で教会 に

興味を持 ったのですか。」

彼 は答 えて くれた。 「私 が学校でつ

き合 っていた青年 が， この教会 の会員

で した。彼 の生活方法 が私 の関心を引

き起 こしま した。彼 は他 の少年 とは違

っていま した。幸福 そ うで した。彼は

私 を家 に招 いて くれ ま した。その家庭

にあふれ る愛 を見， その家族が どの よ

うに生活 して いるかを知 った とき， も

っ と興味が湧 きま した。彼 は教会へ連

１０！
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れて行 って くれま した。 そ こでバスケ

ッ トボールのチー ムに入 りま した。私

は， この教会 には他 の どことも違 う感

じの あるのに気づ きま した。 そのチー

ムメイ トたちは皆 ，知恵 の言葉 を守 り

善良で清い生 活を していま した。 その

ことが私の心を動か しま した。 そ して

教会 に入 る決心を したのです。」

青年 はさ らに続 けた。 「その友人 と

ブ リガム ・ヤ ング大学へ来て，一学 期

出席 してみま した。 この大学の人々 と

接触 してみたか ったのです。そ して，

ここにいる大部分 の若 い人 々は，信念

通 りの生活 を しているのが わか りま し

た。 で も私が他 の幾人 かの人 に会 う前

に この教会 の会員 になる決心を して お

かなか った ら，どんな結果 になったか

はわか りませ ん。」

青 年たちよ， どこにいよ うとこの こ

とを心に留めてお くべ きだ と思 う。 あ

なた方の行動が，人々を教 会か ら遠 ざ

けて いるか も知れないのだ。だれ もそ

んなことを して うれ しい気持 にはなれ

まい。

つ い先 日，私は ある青 年の父親 と話

をす る機会が あった。その方に，弁護

士 としての地位を受 けて， ソル トレー

ク市 を去 って ニューヨーク市へ行 くと

ころであった。 その方を招 いた組織 は

我 が国で も有数 のもので あり，その会

長 が，東部 で大会社 の副社長を して い

る我 が教会 の会員 を知 って いたので あ

る。その会社 の社長 は，副社長が教会

員であ ることを知 っていて， だれか推

薦で きる人物 を知 っているかど うか尋

ねた。その社 長が言 った。 「君 の教会

の青年のよ うに生 活 している人物 が欲

しいんだ よ。、酒 も飲 まず，仕事熱心 で

信頼 に足 る，そんな人物が 欲 し い ん

だ 。」

他の人 々を非難す るわ けではないが

信念通 りに隼 きたい と願 う教会の青年

た ちに勧 めたい言葉で ある。それは，

生涯 で常 に益 となろ う。

そ こで， こ、の副社長 は答 えた。 「ソ

ル トレ「 ク市 にいるひと りの青年を知

っています。」その会社で は， その青年

に旅費 奄払 ？．てニ ュ「 ヨー クに招 き，

１Ｑ３

面接 し，仕事 を与 え，帰 りの旅費を払

い，また彼 の妻 に もニ ュー ヨー クへ来

るために旅費 を払 い，住 む場所 も見 つ

けて くれたのであ る。

あなた方青 年に，信念通 りに生 きる

ことの大切 さを強調 しす ぎることはな

いと思 う。あ なた方の益 のため，成功

のため，幸福のため，そ して諸君 の交

わる少年 たちへの影響 のために も。彼

らは，諸君が公言 してい ることを して

くれ るよう， また そういう人であ るよ

う望 んで いる。 もしそ う しないな ら，

諸君 は彼 らを意気消沈 させ ることに な

．り，神権 を持 っていない他の少年が彼

らの人生 に影響 を与 える機会を持つ こ

とになるだろ う。

先 日，私 が感銘 を受 けたことを お話

ししよ う。 アメ リカ青年会議所 の会頭

御夫妻 が，他 の二組 の御夫妻 と一緒 に

私 のオ フ ィ．スに来 られ た折 の ことで あ

る。彼 らは教 会の会員 である会議所 の

地区会員の紹 介で一緒 に公式訪 問に来

て下 さったのである。世界情勢 や，青

年会議所の会頭 であ るこの青年 の責任

な どについて話 した後 ，私 は言 った。

「教会 についてお知 りにな りたい と思

いますか 。」

彼 は， 「ええ，そ う思います」 と言

った。

それか ら私 は，その方たちを紹介 し

た青年 に向か って言 った。 「君か ら，

この方 たちに教会 につ いて話 して くれ

ないかね。」

彼 は言 った。 「タナー副管長，私 は

副管長 がお話 し下 さる と思 っていま し

た 。」

私 は言 った。 「いや，君 か ら話 して

くれた まえ 。」

彼 はその若い会頭 を じっと見つめて

言 った。 「モル モン経について少 しお

話 ししたいと畢 います。私 たちはそれ

を信 じています し，神の言葉 であ るこ

とを知 っています 。」

モルモ ン経 とは何か，予言者が どう

や って手 に入れ たか， どのよ うに翻訳

されたか等 ，彼 は説 明 した。 こういっ

た説 明を した後 ，彼 は言 った。 「私 は

これが真 実であ ることを知 っている・と

申 し上 げたい。 そ して，今 日ここにお

られる方 々に証 します。 その本 は真実

です。神 の言葉です。 その本の中 にあ

るひ とつの約束 につ いてお話 しした い

と思 います。」その約束 を諸君 は 知 っ

ている と思 う。

それか ら彼 は言 った。 「その本を １

冊欲 しい と思 いますか 。」

す るとその会頭 は言 った。 「もちろ

んです とも。興味 があ ります よ。」

その証を述 べた青年 は， リチ ャー ド

・モイルで ある。

青年た ちよ， どこにいよ うと，だれ

といようと，私たちが神の子 である こ

とを忘れな いように しよ う。私 たちは

神 の神権を持 ってお り，その教 えに従

って生活す る責任が あるのであ る。

今宵，私 は， この福音が真実である

ことを知 っていると証 したい。それが

真実 である ことを，私が世ので きごと

を知 っている と同 じように，私 は知 っ

ている。私 は知 って いる。神の生 きた

もうことを，イエスが キ リス トで あり

神の御子 である ことを，御二方が ジ ョ

セブ ・ス ミスに現 われ た ことを，福音

が回復 され，教会 が この地上 に再建 さ

れた ことを。

福音の証を持 っていない青年諸君 に

申 し上げたい。今宵 ，．指導者 の述べ た

確信 に満 ちた証を受け入 れな さい。 そ

して同時 に，祈 り，勉強 し，戒 めを守

りなさい。 そうすれば，諸 君 は 自 らの

手 で証を得 ることがで きるであ ろう。

それは人の享受 しうる最大の祝福 なの

である。

「永遠 の命 とは
，唯一の， まことの

神 でいます あなたと， また， あなたが

つかわ されたイエス ・キ リス トとを知

ることで あ りま す。」（ヨハ ネ伝 １７：

３）・

神権 を尊 び， その もた ら．す親 福 にあ

ずか り，人 に不死不滅 と永遠 の生命を

もた らすべ く私 たちに課 せ られた働 き

を なす ことがで きるよう，・ｆエス ・キ

リス トの御名 により，へ り くだ って祈

り奉 る。 アーメン。



神 権 の 契 約

一 神権者よ，「天よ りの召しを全力を尽 くして遂行せよ

兄 弟たちよ， これは偉大 な機会で あ

る。何：万とい う聖 なる神権者が一堂 に

会 し，教会 の最高幹部 の指導 に接す る

ことがで きるのである。

私 は大管長 の話 に非常 に感動 した。

大管長 が御 自身 の経験を話 されたのを

嬉 しく思 っている。大管長の説教 の最

中，私 は四半世紀前の ひとつので きご

とを思 い出 した。 ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラ

ン ト大管長の ことで ある。その とき私

たちは，大管長が公 けの立場 で とった

行動 に対 して向け られたあ る批判 につ

いて話 し合 っていた。 大管長 は，腕 を

私の背中 に回 し，私 の左肩 に手 をか け

ると， こう言 われた。 「マ リオ ン，君

は，教会 の大管長 か らいつ も目を離 さ

ないでい るね。 もし大管長が君 に何か

間違 った ことをす るよ うに命 じて，君

が それを行 なった として も，主 はその

点 で君を祝福 して下 さるだ ろう。」

そ して， こ う言われた。 「だが心配

す る ことはないよ。主は，決 して御 自

分 の代弁者が民を無 って導 くのをその

まま見てお られ ることはないか らね。」

私は この助言 を決 して忘れ た ことが

ない。また，今 までずっと この勧告を

第二副管長

マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニー

忠実 に守 ってきたつ もりで ある。

この集会 に集 う私 たち兄弟は皆，神

権を保持 して いる。私たち は契 約の民

である。主 は， アブラハ ムと契 約を結

ばれ た後， アブラハ ムに子孫 の繁栄 を

約束 された。

「…… また汝の すえ……によ りて世

界の巻族 ことごと く祝福 を得 ん，す な

わち福音 の祝福 に して救 いの祝福，す

なわち永遠 の生命 の祝福 を得ん と言 う

約束 を汝 に与 うれ ばな り。」 （アブラハ

ム ２ ：１１）

アブ ラハ ムの時代以来その子孫 は，

福音を知 った人 々には契約の子 と呼ば

れてい る。私たちが主 と契 約関係 に入

って，結ぶ もののひ とつは 「神権 に属

け る」契 約であ る。教義 と聖約 の第８４

章は神権 に関する ものである。 そ こに

は次のよ うにある。

「モーセの息子 らとまたアロ ンの息子

ら （つま り， メル ケゼ デ ク神権者 とア

ロン神権者） とは，今 の代 に主 の宮居

の中 にあ りて神 の喜び た もう捧 物 と犠

牲 とを奉 るべ し。 ……

またモーセとアロ ンの息子 らは， シ

オ ンの山上主 の宮居の中 に在 りて主 の

栄光 に充 たさるべ く，而 して汝 らは モ

ーセとアロ ンの息子た ちな り
。 ……

お よそ忠実 に してわが今語 れ る二 つ

の神権 （アロン神権 とメルケゼデ ク神

権）を得 ，而 してその天 よ りの召 しを

全力を尽 して遂行 する者 たちは， 「み

たま」に より聖 め られ てその肉体再新

さる。」（教義 と聖 約８４：３１－３３）

私 は これが真実 である と信 じ て い

る。私 は，神権 の召 しを全力を尽 くし

て遂行す る兄弟た ちには，その肉体 に

変化が起 こると思 って いる。 リー大 管

１０３
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長は今朝 の福祉集 会でのお話 の際， あ

る外部 の人 につ いての話を された。 そ

の人 はマ ッケイ大管長 に会 った とき，

こう尋 ねた。「あなたは神 の予言 者 で

すか 。」 それに対 し， マ ッケイ大管 長

は答 えた。「私 の顔を眺 めて下 さい。そ

うすればわか るで しょう。」

私 はかつて，今 の愛 する指導者 の父

ジ ョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管長 について

の話 を耳 に した ことが ある。大管長が

ア リゾナで，知事 やその他高名 な人 々

と共 に， ある祝典 に参列 した ときの こ

とで ある。数人の人が，教会の大管長

と一緒に写真を とりたい と願 い出た。

ジ ョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管長 は，喜 ん

で これに応 じ，写真 を とる間中，一緒

に立 っていた。写真 を とり終 って皆が

その場 を離 れ群集 の中 に戻 ったとき，

知事 は こう言 ったそうで ある。 「私は

あの人 のそばに立 っていて， 自分が泥

棒 か何かで あるような感 じが した よ。」

この人 は，神権 の召 しを全力を尽 く し

て遂行 してい る偉大な人物 の中に こも

る力を感 ず ることができたのである。

「……忠実に してわが今語れ る二つ

の神権 を得，而 してその天 よ りの召 し

を全 力を尽 くして遂行す る者 たちは，

『みたま』 によ り聖 め られてその肉体

再新 さる。

これ らの者は モー セの息子 たち とな

り， アロンの息子 たち とな り，アブ ラ

ハ ムの子孫 とな り， また教会員 に して

王国の民 とな り神 の選民 となる。」（教

義 と聖 約８４：３３－３４）

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは，神権を

持 つ兄 弟たちに，その召 しと選びを確

固 たる もの とす るよう，絶えず勧告 し

１０４
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ていた。啓示 は さらに続 く。

「主 は言 う
， またすべ てこめ神権を

受 け入 るる者 は， われ を受 くるな り。」

（同３５節）

私 の考 えで は， この箇所は主 を代 表

す るべ く指名を受けた神権役員 を受 け

入れ る人 々を指 してい ると思 う。

「主は言 う
，またすべて この神権 を

受け入 るる者 は， われ を受 くるな り。

そは， わが僕 らを受 け入 るる者 はわ

れ を受 くれ ばな り。

また，われを受 け入 るる者はわが父

を受 くるな り。

而 して，わが父を受 け入 るる者 はわ

が父の王国を受 くるな り。 この故 にわ

が父の もてるすべ ては彼 に与 え らるべ

し。

而 して こは神権 に属 ける誓詞 と誓約

によ りて然 るな り。」 （教義 と聖約８４：

３５－３９）

ス ミス大管長は，折 りにふれ，祈 り

と勧告の中で，私 たちが与え られた誓

約 と責任に真に忠実であるよ う希望 し

てお られる。 「神権 に属 ける誓詞 と誓

約」の義務が，私 たちひ とりびと りにか

か っているこ とは疑 いの余地が ない。

主 が こう言 われ ているか らで ある。「こ

の故 にこの神権を受 くる者は，すべて

わが父 のこの誓詞 と誓約 とを受け，而

してこれをわが父は破 ることも．変える

ことも為 した もうはずな し。」（教義 と

聖約８４：４０）

それ故，主 との誓約 に入 った私 たち

が 自分の分 を履行すれば，つ ま り神権

の召 しを全力を尽 くして遂行す るな ら

ば，主 は私 たちに永遠の生命を約束 さ

れ るのである。

啓示 には，主 はこの誓詞 と誓約の主

の分を破 ることはない とある。 しか し

私 たちは自分の分を破 りうる し，多 く

の神権者が現 に破 っている。 そ ういう

人 々について啓示 は次 のよ うに言 って

い る。

「され ど何人 にまれ一度 この誓約を

受けて後 これ を破 り， また ことごと く

これに違背す る者 はこの世 に於て も未

来 の世 に於て も罪の赦 しを受 くること

なか るべ し。」 （教 義 と聖約８４：４１）

私が思 うには， この聖 句は，神権 の

召 しを全力を尽 くして遂行 できなか っ

た人が皆許 されない罪 に定 め られ ると

い うのではな く，私 たちが現在入 って

いる契約一 バプテスマの水に入るこ

と，什分 の一，知恵の言葉 ，その他諸

々の契約一 を一度結 びなが ら，その

契約 に従 って生活 す ることを捨 てた人

々は永遠の生 命の約束 を失 う危険 を冒

して いる， とい うことを言 っているの

であ る。

今宵， この教会 の指導者 につ いて，

また彼 らがこの地上 にお ける救い主の

代表者で ある こと等 について話 された

ス ミス大管長の話が真実である と証 し

たい。神権に は力があ ることを，また

私た ちが最善を尽 くしてその任 を果 た

すな ら，天か ら力を受ける ことができ

ることを私 は知 っている。

神の助けがあって，私 たちが これを

理解 し， また神か ら神権 を受 けること

によって課せ られた偉大 な誉を理解 す

る ことがで きるよう， イエス ・キ リス

トの御名 によ り祈 るものであ る。 アー

メ ンｏ



神

そ の 権 能 と 力

権

一 神権の権能は，正 しく行使されれば，今日地上で最も偉大な権能となる

十二使徒評議員会地区代表 セ ミナー

を含む本大会 におい て，直接 的に も間

接的 にも， ほとん どすべての説教者 に

よ り絶 えず繰 り返 して述べ られている

テーマは，神権の重 要性 と必 要性 につ

いてで ある。私 もこの テーマに焦点 を

合わせて話 したい と思 う。今 日， この

地上 における神権 の権能 と力は，歴 史

上の他 のいかな る時代に も増 して偉大

な もの とな っている。

１８３５年 ３月２８日オハ・イオ州 カー トラ

ン ドにおけ る十二使徒評議員会 の会合

で，予言者 ジ ョセ フは神権 に関す る極

めて重要 な啓示 を受 けた。

「当教会 に二 つの神権 あ り
。す なわ

ちメル ケゼデ ク神権 と……ア ロン神権

な り。

何 故に前者 をメルケゼ デク神権 と称

うるか と問わば， メルケゼ デクは誠に

偉 いなる大祭司 た りし故 なり。

メル ケゼ デクの前の時代に ありては

この神権は神の御子の神権 の聖 な る神

権 と称 え られた り。

教会 に於 けるあ らゆ るその他 の権能

または職務 はみな この神権 に従属 す。」

（教 義 と聖 約１⊂「 ：１－ ３， ５）

私 たちはいかに して もこれ らの事柄

を理解 しなければな らない， ジ ョセブ

・Ｆ ・ス ミス大管長 は言われ た
。

「神権か ら生 じる職務で
，神権その

七十人最高評議員会会員

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル

ものよ りも大 きい ものはない。職務が

権利 や力を帯び るのは，神権か らもた

らされ るので ある。職務が神権 に権能

を与 えるので はない。職務 についたか

ら神権 に力が加わ るので はな い。当教

会 におけるすべての職 務 は，神権 か ら

力，徳，権能を受けてい るのであ る。

もし兄弟た ちが この原則を完 全に把握

す るな らば，教 会におけ る統 治機能 に

関す る誤解 が，今 よ りも遙 かに少な く

な るだ ろう。」 （「福音の教義１」Ｐ．１８４）

教会 には神権者 の群れ の中 よ り選ば

れ る ３つの管理定員会が ある。

「必要上
， これ ら二つ の神権の中 に

ある諸種 の職 に按手聖任せ られた る者

の中 よ り出でた る……管理者すなわち

管理職員 あ り。

メル ケゼ デク神権を有て る者 の中三

人の管理大祭 司あ り，当団体 によ り選

ばれ，その職 に任 命 して按手聖任 され

教会員の信任 と信 仰 と祈 りによ りて支

持せ られ，当教 会の大管 長会なる定員

会を構成 す。

十二人 の巡 回評議員 は召 され て十二

使徒 とな る。 すなわち全世界 に於 ける

キ リス トの御 名の特別 の証人 となるべ

き者 な り。 ・一

また この十二人 は，前記 の三人の管

理大祭 司 と権能 と権威 とを 同 じくせ る

定員会 を構成す。

「七十人」 は……十二使徒会の指揮

の下 に教会を設立 し， また よろずの国

民 に於 ける教会の あ らゆ る事務を整理

す るに主 の御名 によ りて行な う……べ

き者 たちな り。」 （教義 と聖約 ！０７：２１

－２４
，３４）

神権 とは何か。 ジ ョン ・テイ ラー大

管長の言葉で ある。

「……それは地において も天 におい

て も神の政体その ものであ る。何 とな

れば，地上 ，天上 を問わず， あ らゆる

物 事が治め られるのは， その権能，働

らき，原則 によるのであ り， またあ ら

ゆる物事 が支持 され るの もその権能 に

よるか らで ある。神権 はあ らゆる物事

を治 め， あ らゆる物事 に指示を与え，
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神権一その権能と力

あ らゆ る物事を支え る。神 と真理 に調

和す るあらゆ る物 事に関係 を もってい

るのであ る。それは天上 においては英

知 に，地上 においては人 に付与 され る

神の権能 である。」 （「福音 の王 国 （英

文）」 Ｐ．１２９）

昇栄 に達す るたあに，人 は聖 なる神

権 を得， そ してその召 しを全力を尽 く

して遂行 しなければな らな い。

「およそ忠実に してわが今語 れる二

つの神権を得 ，而 してその天 よ りの召

しを全力を尽 して遂行 する者 たちは，

「みたま
」によ り聖 め られてその肉体

再新 さる。

これ らの者 は…神の選民 となる。

而 して……この故 にわが父の もて る

すべ ては彼 に与 え らるべ し。

而 して こは神権 に属け る誓詞 と誓 約

によ りて然 るな り。」 （教 義 と聖 約８４：

３３，３４，３８， ３９）

しか し， これには神権 の召 しを全 力

を尽 くして遂行 す るとい う条件 のある

ことを忘 れてはな らない。 この神権 の

発揚 と執行 に関 しては今 日，教会 にお

いて，偉大 な精力 が払 われ，非常 な強

調 が置かれて いる。

「この故 に各人皆 自 らの職務を守 り

自 らの天職を努め ……か くして……そ

の系統完全 に保た るるな り。」 （教 義 と

聖約８４：１０９， １１０）

こ うした責任に あって，今 日の教 会

の大祭司た ちは，’総 合的な神権 の責任

を持ち，系図の探究 と神殿 の儀式 の執

行にあた っている。彼 らは，神権 を通

じて，教 会の各会員 が適 当な時期 と方

ユ０６

法で その死者の救いの業に携 わ ってい

るか どうかをみ るのを仕事 とする。 つ

ま り， この意味 する ところは，．全会員

が，

１ 個人 の覚 えの書を持つ こと

２ 最低 ４代の系図を完成 させ るこ

と

３ 神殿参入の推薦状を受けるにふ

さわ しく生活す ること

４ 神殿で行なわれる死者 のための

儀式に参加す ること

である。

七十人 もその職務 を守 り， 自．らの天

職 を努 めるべ く， その仕事 は神権伝道

活動 にある。七十人 は宣教師 と して，

教 える専門家で ある。会員 と しての私

たちの強 さは，求道者を見つけ， フェ

ローシ ップす ることにあ る。一致協 力

すれば，私た ちは力強 いチ ームとな っ

て天父のすべての子供 たちに回復 のメ

ッセージを携 えてい くことがで きるの

であ る。

長老 は，その職 と召 しにあって，福

祉活 動に責任 を持 つ。 しか し，主要 な

責任 は，神権 ホーム ・テ ィーチ ングを

通 して，聖徒 たちを完 き者 とす ること

にある。長老定員会の会長 は， ワー ド

部 におい て，監督 を除 く他 のいかな る

人 に もま して多 くの人 々に福音 を伝 え

るという特 殊 な召 しがあ る。

神権 ホーム ・テ ィーチ ャーの責任 は

「…各会員 の家庭 を訪れ
，彼 らが声

を挙げて もひそかにても祈 りをな し，

またすべて家庭 の務 めにいそ しむ よ う

に勧 め，

……常に教会員 を守護 し，彼 らと共

にあ りて彼 らを強 くすべ き ものとす，

……教会員 の中 に邪曲 なきよう
，互

いの間 に頑固 なることの なきよう，ま

た虚言，蔭 口，悪 口などもな き様注意

すべ き もの とす。

また教会員の しば しば集会 する こと

を はか り，またすべての会員 にその義．

務をつ くすよ うにな さしむ。」（教義 と

聖 約２０；４７，５３－５５）

こうした各 々の義務 は，主 によ り，

家 庭を強 めるべ く企図 されてい る。 こ

の聖句 の指示で は， 「教 える」 とい う

言葉が間接的 に しか述べ られていない

ことにお気づ きであ ろう。恐 らく，私

た ちが ホー ム ・テ ィーチ ャー としてそ

の義務を完全に把握 するな らば， ホー

ム ・テ ィーチ ングは，終局的 に主が各

家庭で指導 するべ く聖任 され た人 によ

り行 なわれるであろ う。

神権 ホーム ・テ ィーチ ングは，い ま

だその召 しのか くあるべ き姿に まで達．

してはいないが，私た ちはホーム ・テ

ィーチ ングが教会 にお ける奉仕 の中で

最 も高尚 な概念で あることを理解 しつ

つある。 ひとつの ことは確 かである。

それが人を救 う奉仕 の業である とい う

ことであ る。

教会において，神権 こそ悪の進出 に

対抗 しうる強力 なと りでで ある。 この

地上 において，悪魔の攻撃 に抵抗 しう

る力 は，各家庭で神権 を尊ぶ義 しい入

の集 ま りをおいて他 にない。

ア ロン神権 を持つ若人 もないが しろ

にされ てはいない。主 はその知恵によ



り，若 い諸君 が王 国の奉仕 の業 を果 た

すべ くその若 い ときに召す ことを， よ

しとされた。諸君 は教会 のプ ログラム

を理解 しないがゆえに，教会 は重大 な

論争 を避 けている と感ず る ことが ある

か もしれない。

当教会 には，若人 に対す る召 しもあ

り，諸君 が指導者 の勧告 に従 いさえす ＝

ればなすべき ことが山程 ある。諸君が

好 き勝手 な行動 を とって暴走す るのは

主 のみ こころではない。 ここに 「手綱

を握 る手 は，積 み荷 を引 く力 と は 違

う。」 とい うひ とつの ことわざが あ る

よ うに，若人 の熱意 と精力が，成熟 し

た大人の知恵 と結びつ けば偉大なチー

ムとなる。それ こそ主が， アロン神権

者 とメル ケゼ デク神権者が共 に働 くよ

う意図 された ことなのであ る。

何 故， あなた方に純潔 な生活 を送 る

よう勧め るのか。あなた方 が，神 の王

国に貢献 す るにふ さわ しい僕 となるた

めであ る。

６７年前， ジ ョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管

長 は言 われた。

「もし長 く生 き られ るな ら （ある者

は十分生 き られな くて も，他の者が生

き残 るだ ろう），次 のよ うな 日が 来 る

のを期待 してい る。それは末 日聖徒 イ

エス ・キ リス ト教 会のすべての神権評

議員会が，英知 と能 力に応 じてできる

限 りその義 務を悟 り，責任 を引 き受け，

また神権 の召 しを全 力を尽 くして遂行

し，教 会における役職を果たす ように

なる 日である。 その日．が来れば，現在

補助組織 によって行 なわれてい ること

はそれほど必要ではなくなるだろう。

なぜなら神権の正規の定員会によって

行なわれるか らである。主は初めか ら

そう計画され，認めておられた。それ

で主は，す琴ての必要を神権の正規の

組織によって満たす用意をされた。」

（「福音の教義 １」 Ｐ．１９６）

今，神権のそれぞれの職で最も力強

い人が神権指導者として召されるその

日が到来 しつつある。

現在長老見込み会員であるあなた方

には，自分のもつ可能性を高めるよう

勧める。家庭で霊的な指導者 となりな

さい。この責任の外とうを身にまとい

なさい。神の王国であなたとあなたの

愛する者とに救いと昇栄を与える奉仕

の業に携わりなさい。 この呼びかけは

ありきたりの奉仕への召しでもなけれ

ば，気違いじみた訴えで もない。個人

の生活を秩序だて，家庭の事柄を律 し

同胞に奉仕の手を差 し伸べ，そして神

よりのこの権能を通 し，他人の生涯 に

祝福をもだらしなさいとの厳粛な警告

である。

霊感あふれる指導者を有するこの教

会は，すでに悪魔 と対抗 している。私

たちが関与するはずの戦いは遙かな未

来にあるのではない。現在 こそその時

なのである。 これを明確に見極めない

と言 うなら，今 日の幹部の方々の警告

を理解 していない証拠に他ならない。

３日間にわたる話を聞いた今，本大

会のメッセージは明白である。神権の

責任を引き受け，主の御業を押し進め

ることである。これは普通の大会では

ない。単 に 「今 までで一番良い大会」

で もない。悔い改めて， この教 会に賜

わ った この偉大 な権能の業を全 力を尽

くして遂行せ よとの明確な呼びかけを

私 たちは聞 いたので ある。

兄弟たち よ，私 は訴 えたい。立 ち上

がれ，怠惰 と無精 の足かせを振 り捨 て

て前進せよ。

予言者 ジ ョセ ブの激 励の言葉 をあげ

よう。 「兄弟よ，われ らま ことに偉 な

る大義 に向 って進まざ らんや。進 み行

きて退 くことなかれ，奮 い起 てよ，兄

弟たち。進み進みて勝利 に至れ ……」

（教 義 と聖 約１２８：２２）

イエスがキ リス トで あると証 申 し上

げたい。 ・イエスが永遠 に偉大 な大祭司

である と証す る。天父 なる神 とその御

子 イエス ・キ リス トが実際 に予言者 ジ

ョセフ ・ス ミスの前 に現われ， この時

代 に新 しくイエス ・キ リス トの教会を

設立 し， ジ ョセフに神の権能を賦与 さ

れ たことを証す る。

ここにお られ る幹部の兄弟たちが，

聖 なる神権の鍵 を保持 してお られ， ま

たその言葉には力 と霊感 がある と証 す

る。全世界を見て も，他 に このよ うな

人々はいない。彼 らが現在 の地位 にあ

るのは，党利党略 の結果 で もなけれ ば

人気投票 の結果 で もない。啓示 と按手

によ り召 され たのである。私た ちがで

きる限 り，霊感 あふれ る彼 らの勧告 に

耳を傾 け，従 うな らば，何事 も申 し分

ない もの となるで あろう。 イエス ・キ

リス トの御名 によ り， アー メン。

１巴一
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私 は今，私 たちの状態，す なわ ちあ

るひ とつの業 に召 され ている民 と して

の私 たちの立場 につい て考 えて いる。

私 たちが兄弟 たちを伝道 に送 るとき，

あるいは教会 の務 めの ため に派遺す る

どきには， もちろんそれを成 し遂げて

ほ しいと願 ってそ う してい る。 また主

もそのように望んでお られ る。伝 道 と

同様 に，今夜 この場に臨席 のイス ラエ

ルの長老 たち，お よび王国であ るこの

教会 内の長老た ちについて も今 思いめ

ぐらして いる。

私 たちはあ る務 めを果たすよ うに任

じられて きた。そ してそれに取 り組 み

成 し遂げ る時を設 定 した。 そのために

どれ ほどの歳 月が必要 か，私 には必 ず

しもわか らない。 しか しこの務 めは私

た ちの手 に委 ね られている。 しか も私

たちが召 されてい る， あるいは任 じら

ユ０８

れ ている職 が何 であるか は，全 く問題

で はない。

またある務 めが課せ られ るときに，

私 たちはそれを無視す ることも放棄す

る こと もで きない。私た ちが保 つ と保

たざるとにかかわ りな く，必ず残 され

るひとつの記録があ るか らであ る。 こ

れが事実で あることは，多 くの啓示で

示 されてい る。 あなたの歴 史があなた

の行 く末を決め るのであ る。あなた方

は皆，幕のかなたに行 くと，それを知

るで あろう。すべての人の歴 史すなわ

ち行な いは，その人が この世で記録 し

て きたか否かを問わず，必 ず書 き留 め

られてい る。 「かん らんの葉」 と して

知 られてい る啓 示 （教 義 と 聖 約 第 ８８

章）の中に， この ことがはっ きりと示

されている。私 たちの双肩 に課せ られ

た務めがあ る。 ジ ョセ フ ・ス ミス もブ

リガム ・ヤ ング も負 っていた し，十二

使徒 もまた私た ちも皆負 ってい る。そ

れ を果 たさなければ，私 たちは罪 あ り

と され るで あろう。幕 のかなたに行 く

と， その ことがわか る。 しか し非常 に

多 くの人が この義務 を軽視 し，その結

果神の王国であ るこの教 会を去ってい

る。

私は神に負 ってい る私 の責任 と， こ

の時代のすべての神権者 が負 っている

責任を十分理解 できるよ うに，幾度 も

心の内に考 え願 って きた。 しか し私 は

兄弟たちに申 し上 げたい。私 たちはあ

ま りに もこの世 の事柄 に心を捕われて

い る。 また私 たちは，神 と高 き天 と，

また地 とに対 して負 っている大 きな責

任 を認識 していない。 それ は本来 この

時代の神権者が負 うはず の も の で あ

る。私 たちは主 か ら遠 く離れ ているよ
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うに思 われる。本来望 まれてい る程 に

は， この宗教 に沿 った生活を していな

い。 また末 日聖徒 と して本来 あるべ き

姿 で， この王 国の確立 に心を注 いでい

ないよ うである。

このよ うに言 ったか らといって，私

があなた方 と敵対 して いると思わない

でいただ きたい。私 たちには果たすべ

き大切 な業が ある ことを私 は感 じてい

る。 また私 たちが この世を去 った ら，

他 の人 々がその業 を 引 き継 ぐで あ ろ

う。私 は生涯 の務 めについて思 いを め

ぐらしてい る。考 えるに，私た ちが こ

の盆地 に来 てか ら， ８名 の使徒が霊界

に行 った。私 自身 もそ こ に行 くだ ろ

う。 兄弟たちに も備 えがで きるように

願ってい る。 多 くの歳月が過 ぎない う

ちに，私 たちは皆 そ こに行 くで あ ろ

う。私 はその他 の ことは何 も求 めて い

ない。 この １， ２年間，王 国を築 くた

め に努め ること以外，他 に何の務め も

ない と心 に感 じて きた。神が私の手 に

求 めてお られ る務 めを軽視 して， この

世 の事柄 に心 を向 ける ことが正 しい と

は思 っていない。

この時代， すなわち この世 に住んで

い る１２億 以上 の人 々につ いて考 えて み

よ う。多 くの人 々の行 ないは，正 に神

の裁 きを受け る時期が来て いる ことを

示 してい る。人 々の頭 にまさに神の怒

りが下ろ うとしている。 これ らの事柄

を考 え るに， もし私 が人 々の前で証 を

述べ ることを怠 るな ら，す なわち機会

が ありなが ら世 の人々に証 を述べ るの

を怠 るな らば，霊 界に行 ってそれを後

悔す ることを知 ってい る。

これが この業に関 して私 の感 じる と
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ころである。神はこの時代の人々に証

を述べるように私たちに求めてお られ

る。この時代の人々の広がり，すなわ

ち莫大な人口を考え，また今の時代は

神が偉大な最後の王国を築 くためにそ

の御手を置いてお られる神権時代であ

ることを考慮すると，この業の偉大 さ

をよく理解することができる。 この王

国は主がこれまでの時代に築かれた王

国の中でも，福千年の間を通 じて地上

に残 る唯一のものである。

世はいつも予言者たちに戦いを しか

け，市 と共に天に取 り上げられたエノ

クを除いて，予言者たちを滅ぼしてき

た。父なる神の約束通 りに今日地上に

神の王国があり，それが人の子の来臨

まで地上に存続することを認め，さら

に私たちの責任を実感するな らば，私．

たちは皆それぞれの召 しを全力を尽 く

して果た したいと願うであろう。

この世代に，今 日見るとおり，国々

に囲まれ，１０億にも及ぶ人々の怒 りと

憤 りに接 しながら，私たちはこの地上

に存続する神の王国を築 く力を得，至 、

高者なる神のために数々の神殿を建て

る力を得，さらに主の助けを受けて務

めを果たさなければならない。私たち

は長年 この世の人々に証を 述 べ て き

た。私も兄弟たちも，またイスラエル

の長老たちも述べてきた。イエス ・キ

リス トの福音，モルモン経 さらに私た

ちのこの時代に立てられた神の予言者

たちについて証を述べてきた。 これ ら

の証は， この世代の人々に対する裁き

の要素となり，証を拒む人々を責める

ものとなるであろう。

この王国は私たちに託 されている。

天の王国は私たちと共にある。神はこ

れまで私たちを助けてこられた。また

神は人の怒りを解きたもう。敵の手を

しばり，またシオンに敵対 して作 られ

るすべての武器を破壊 したもう。神は

この山中の盆地に人々を住 まわせ られ

た。

監督な らびに権能を授けられたすべ

ての兄弟たちに申し上げる。私たちは

この業を続けることに関心を持たなけ

ればならない。神のみたまを受けるよ

うに努めなければならない。心の眼が

開かれ るように主に求めることは，私

たちの権利であり，「特権であり，義務

である。それによって私たちは，生を

受けているこの時代がどういう時代で

あるかを知ることができるのである。

与えられている務めについての主のみ

こころと御旨を知るととは，あなた方

の特権であり，私の特権でもある。 こ

れを求めることを怠 るときに，与えら

れた召 しを全力を尽 くして遂行するこ

とがなおざりにされるのである。

私たちは，何か務めを果たすように

求められたときに何 も考えるべきでは

ない。むしろ，求められた事柄は，貫

徹する意志を もって果たす べ き で あ

る。初期の伝道の時代を思い起 こして

みよう。テイラー兄弟，ブ リガム兄弟

私およびその他の兄弟たちは，病気で

熱や悪感に苦 しみ，死の力にさいなま

れなが ら福音を説 くために出発 しなけ

ればならなかった。 しか も，食物 も服

もなしに妻子を残 し，財布も旅の袋も

持たずに出かけた。私たちはそうする「

ように，神に命 じられたのである。 も

しそうしなかったならば，私たちは今
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日 ここにいなか ったであろう。 しか し

これ に従 ったので，神は私た ちを祝福

して下 さ り， この教会の忠実な長老 た

ちを支 えて下 さった。 さらに私 たちが

成 し遂げ るまでそ うして下 さるであろ

う。

私 は これ らの事柄 につ いて， 自分の

気 持 を述 べたか った。今私 たちの立場

に ついて老 えて いる。私 たちには述べ

１１２

るべ き証がある。また，私たちには義

務をどのように果たすかについて責任

があることを私は実感 している。私た

ちはそれぞれ，使徒，七十人，長老，

祭司その他として，至高者である神に

対 し責任を負っている。義務を果たす

ならば，私たちの衣は清 くなるであろ

う。

私たちはシオンの城壁上の見張 り人

である。来 たるべ き事柄 につ いて世の

人 々に警告す るのが私た ちの務めであ

る。 もし人 々が私た ちの証を拒 むな ら

ば，その とき彼 らの血 は彼 らの頭 に注

がれ るであ ろう。神 の裁 きが邪悪 な人

々に下 るとき，彼 らは警告 を受 けなか

ったと言 うことはで きない。私や大勢

の入 々の衣 は， ジ ョセブ ・ス ミスやブ

リガム ・ヤ ング，その他 死ぬまで信仰

に忠実であ ったイス ラエルの長老 たち

の衣 と同様， この世代 の人 々の汚れ に

染 まず，清 いので ある。私た ちは証を

述 べて きた。神 の裁 きが下 るときに，

人 々は警告 を受 けなか った と言 うこと

はで きない。 この世で私たちの受けて

い る職 は，私 たちに とって も彼 らにと

って も非常に大切 である と思 う。私 は

霊界 に行 って， この世 の人 々に責 め ら

れた くない し， また義務を果 たさなか

った と言 いた くもない。

か つて このような時代は全 くな く，

今の よ うな人 々も存在 しなか った。神
幽が世界を創造 されて以来

， このよ うな

御業が行 なわれた こともない。確か に

福音を説 いた人々は これまでにいた。

しか し，主 が王 国を建 てるためにその

御手 を置 かれ たのは，時満 ちた この時

代で ある。今 は最 後 の 神 権 時 代 で あ

る。主 は御業 に従事す る男女を立て ら

れ た。 これ まで述べて きた ように， こ

の世が組織 されてか ら，私 た ちの住 ん

でい るこの時代に至 るまで，多 くの人

々が霊 界に留 め置 か れ て い た の で あ

る。

私 たちの生命 はキ リス トと共 に神の

内に隠 されて きた。 そ こで悪魔 は，私

たちが生 まれ たその日か ら現在 に至 る



まで，私 た ちを 殺 そ うとね らって い

る。 しか し主 は私 たちを守 り，神権 を

授 け，王 国と王国の鍵 を与 えて下 さっ

た。天父の期待 を 裏切 れ る で あ ろ う

か。 この時代を待 ち望 んでいた， いに

しえの予 言者 や使徒 を失望 させ られ る 、

であ ろうか。 この業 の基 を据 えて，私

たちにその後 の仕事 を託 して この世を

去 ったジ ョセブ ・ス ミスや兄弟 たちの

期待 を裏切れ るであろ うか。

兄 弟たちよ。神 のために，永遠の生

命 に関す る事柄を軽視 して， この世の

事柄 に心 を向 けるようなことがあ って

はな らない。すべての事柄について導

きを与 えるために幹部指導者 が召 され

ているが，彼 らの勧告に従 うことは難

しい と，監督に感 じさせるよ うな こと

が あってはな らない。 もし父祖 アダム

の ように一千年 間 この地上 で貧 しい境

涯 の中に生 きなが らえ，生涯働 き続 け

て完 うした として も，一生を終 えてそ

の行 ないによって第一 の復活 の朝 に妻

子 と共 によみが える ことがで き，神の

み もとで一緒 に暮 らす こ とが で きれ

ば， それだ けで一千年間の働 きに対 す

る十分 な報 いとなるであ ろう。私 たち

が行 ないあるい は忍ぶ もので，神 が明

らかに してお られ る 「王国が増 し加え

られ る」 ことや，王位，公 国に比較で

きるものがあ るだろ うか。

私 たちは王 国を受 けているので， そ

れを維持 しなけれ ばな らない。信仰を

失 うことは， あなた方の ため にも私の

ために もな らない。 しか しこの危 険が

あ ることをあなた方 は知 ってい る。ジ

ョセブ兄弟 は， いつ も次のよ うな勧告

を与えてい た。 「神 が果 たす よ うに求

めておられる義務を放棄 し，自分の望

みを満たそうとするな ら，正にその瞬

間に，すなわち無 とん着になり始めた

瞬間に，あなたは背教の基を据えてい

るのである。注意 しなさい。御業に召

されていることを認識 しなさい。そし

て神がその務めを果たすように求めら

れるときにそれをしな さい。」また次

のようにも語っている。 「あらゆる試

し，困苦，病い，苦難また死に遭遇 し

ても，神を裏切 らないように，神権者

を欺かないように，また背教 しないよ

うに注意 しなさい。もし背 くならば後

悔するときが来るだろう。」 私 たちは

このような勧告を何度 も受けた。そし

て私 はその日から今 日までそれを心に

留めてきた。

義務をなおざりにするなら何 ら得る

ものはない。私はこの教会すなわち王

国では何の罪 も犯 していない。 しか し

義務をなおざりにするなら，その怠慢

の値 うちの一千倍にも相当するものを

失うのである。罪を犯せば罰せられ勧

告を無視すれば罰を被る。そ して悲 し

みが訪れる。唯一の安全な方法は全力

を傾けて義務を遂行 し，王国を維持す

ることである。

私たちが神を忘れるのではないか，

また神から受けている職務を忘れるの

ではないかと私は案 じている。これは

私自身について言えることである。こ

れまでに満足や幸福を得たとすれば，

私はそれを 「モルモニズム」から得た

のである。私に対 して，あるいは私に

ついて何かがあるとすれば， 「モルモ

ニズム」によって与えられたものであ

る。何 らかの祝福を受け，神の事柄を

証す る力を得， また教 会すなわち神 の

王国 に何か もた らす手段 があ った とす

れば，それは神の力， あ るいは 「モル

モニズ ム」 と呼ばれる もの， キ リス ト

の福 音によ ったのである。

これ らの事柄 を成就 したのは神の力

である ことを私 は知 っている。私 たち

は所有 しているすべ ての もの，す なわ

ち富 や賜，妻子等 を，神の力 によって

受 けたのである。 あなた方の中の何 人

が，来 たるべ き世の王国，権威 ，公 国

を頭 に結び固 めて きたのであろ うか。

だれが これ らの祝 福を金銀 や この世 の

物 と比べ ることがで きるであろ うか。

また何 を永遠 の生命 の賜 と比べ られ る

であ ろうか。

あなた方 を祝福 し， また聖 なる神権

を持 つすべ ての人 々を祝福 した もうよ

うに，天父 なる神 に祈 り奉 る。神の祝

福が あなた方の上 にあるように。私 た

ち民 は，立 ち上が って神の権威 を身 に

まとわな ければな らない。私 たちの中

に刷新すなわ ち変革 がなければな らな

い。私 た ちの間には非常 に多 くの悪が

あ る。悪魔 は私 たちに非常 に大 きな力

を及 ぼ してきた。 そ してキ リス トの御

名 と聖 なる神権 を受 けているか なり多

くの人 々が，神 の事柄 につ いて熱を失

っている。私 たちは目ざめ， ランプの

手入れを し，人の子の来臨 に備えなけ

れば な らない。神があなた方を祝福 し

たもうように。私たちすべてを導 き，

指示を与え，御手の内に留 めた もうよ

うに。私 たちを清 め，永遠 の生命 を受

け継げ るように備 え させ た もう ・ｆエ

ス ・キ リス トの御 名 に よ って 祈 り奉

る。アーメ ン。
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「

一 １９７２年 ４月 ８日神権総大会一

永 遠 の 鍵 と管 理 す る 権 能

今日におけるメルケゼデク神権者の義務 と権能

第１０代大管長

ジ ョ セ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

　

私 は ここであなた方に，神権 とその

鍵 につ いて少 々話そ うと思 う。主 は今

日， この最後の福音の神権 時代に， こ

の神権 の鍵 を私 た ちに授 け られた。

私 たちはこの聖な るメルケぜデ ク神

権 を保持 してい る。そ して， この神の

能力 と権威 は人類の救いのために働 く

よ うこの世の人 に委託 され た の で．あ

る。

また，、私 たちはこの世 にお ける神の

王 国の鍵 も保持 してい る。今 日，神 の

王 国 とはこの末 日聖徒イエス ・キ リス

ト教会 の ことで ある。

これ らの鍵 と は管 理 す る権 能 で あ

り， この地上 において神 に属す る事柄

す べてにつ いて指示を与 え，．管理 す る

能力 と権滅 で ある。 そ して これを保持

す る者 は他 の神権者が神権の職 に仕 え

る方法 をすべて管理 し統治す る能 力を

そなえている。私 たちは全員神権 を持

つ ことがで きるが， その神権 は鍵 を保

持 している者 によって指示 された り権

能 を与 え られ た りす る範囲 においての

み行使 できる。

この神権 と多 くの鍵 はペ テロ， ヤコ

ブ， ヨハネによって， またモーセ，エ

ラ・イジ ャ， その他古代の予言者 によっ

て， ジ ョセブ ・ス ミスとオ リヴァ ・カ

ウ ドリに授与 され た。 これ ら神権の鍵

は十二使徒評議員会 の会員 にそれぞれ

与 え られている。 しか し鍵 は管理す る

権能 であるか ら，』ここの地 上 で は神 の．

先任 使徒， すなわち大管長 によっての

み完全 に行 使・され う る の で あ る。　さ

て，今 明確 に述 べる と，「私 たちは聖 な

る神権 を持 ち，神 の王 国の鍵 はここに

Ｈ４

あ る。それは この末 日聖徒 イエス ・キ

リス ト教会 にお い て の み 見 い だ され

る。

啓示の中で，主 はジ ョセブ ・ス ミス

にこれ らの鍵 について次 のよ うに述べ

られた。 「こは大神権 の大管長会 に常

に属す るものな り。」（教義 と聖約８１；

２）．「何人にて もわが言 を受 け入 るる

者 はわれを受け入 るるな り。而 してわ

れを受 け入 るる者は，わが遣 わ したる

者す なわ ちわが名のために汝 の助言者

とな した る大管 長 会 を 受 け入 る るな

り。」 （教義 と聖約１１２：２０）』

同 じくこれ に関連 して予言者 ジ ョセ

ブ ・・ス ミスは こう言 ってい る。 「あな

た方 は， ダニエルのよ うに主 の家 に向

か って 日に三度お祈 りをす る人 々 と知

己 になりな さい。．大管長 に注意 を向け

なさい。 そ して さ しずを受け入れな さ

い。」

さて，兄弟の皆 さ．ん，今 ここでぜひ

と もはっきりさせておかなければな ら

ない ことが ひとつ ある６それは この教

会 の大管長 や大管長会， あるいは大管

長会 と十二使徒会の統一見解 は聖 徒を

決 して間違 った方向 に導 くことはない

し，主 の御 旨とみζころに矛盾す る勧

告 を世界 に発す ることもない とい うこ

とである。

個人 と しては道を はずれた り，主が

意図 され ると ころとは異 な．る見解 を持

った り，．不十分 な忠告を与 えた りす る

か もしれ ない。 しか しなが ら大管長会

の意見 や同 じく神の王国 の鍵 を握 る他

の幹部 の統一見解 はいつ も聖徒や世界

を主が望 んでおちれ る道へ導．くのであ

る。

主 は この ことを非常 にはっき りどジ

ョセブ ・ス ミスに語 られ た。 「またわ

れ汝 らに告 ぐおよそ誰か権威 ある者 よ

り聖職 に按手任命 され， また その者の

権威 を有 てる ことと，教会の長た る者

たちよ り正式 の按手聖任を受 けた るこ

ととが教 会員 の知 る所 にあ らざれば何

人 といえ どもわが福音を宣べんた めに

出で行 くこと， または教会を創立す る

ことを許 されざるべ し。」 （教義 と聖約

４２：１１＞ 「神 の王 国の鍵 は、この世 の人

の手に委任 され，福音 はこ こよ り転 じ

行 きて世の果 にまで も達せん。 あたか

も人手 によ らず山よ り切 り出 され た・る

石の転 が り出でて， ついに全 世界 に充

ち満つ るが如 し。」 （教 義 と聖 約 ６５：

２）

’さて
，兄 弟の皆 さん， これ らのこと

は真実である。主 は私 たち と共 にお ら

れ る。正義 の要求 は満 たされ る。私 た

ちの要 求は義 しく，１主 は私 たちを確か

に導 き，つ いには勝利 に至 らせ て下 さ

るに違 いない。．

私ば 自信 を持 って証す る。 もし私 た

ちが大管長会に注意 を向け， その忠告

とざ しずに従 つたな らば，教会 として

また個人 と して私 たちが この世 の生活

で平安を得 ，来たるべ き世 においては

永遠の栄光 の世継 ぎ となる ことを，」こ

の世の１いかな る力 とい えど も，変 えた

り， くい とめた りする ことはで きない

のであ る６ 主イエス ・キ リス トの御名

によ り申 し上げる。』アーメ ン。



ア ロン神 権 は ど うか

「汝 ら
，われ と同 じ業 に働 く僕 らよ。救世主 の御 名によ りて，われ汝 らにアロン 「

の神権 を授 く。 こは天使 の導 きと恵み，悔改 めの福音，罪を赦すため に水 に沈むる

パ方 スマなζ嘩 を握る神権にレて・まことにレビの子孫が主の御前に再礒 し

きに適いて捧物 を捧 ぐる時 まで， この世よ り決 して再び取 り去 らるることな し。」

（教ｉ義と聖約 １３）

ジ ェ ー ム ス ・Ｅ ・ タ ル メ ー ジ

ジェームス ・直・タルメージ兄弟１は 英

国でアロン神権に聖任されたとき，まだ少

年であった。当時，その地方には教会に対

する迫害がかなり激しく，敵が近づいて く

ることを教会員に警告するため， ドアに見

張り番を立てていたが，彼はその見張 り番

に任命されたのである。 新しく按手聖任さ

れたばかりの執事がこの責任に召されたと

ころを想像していただきたい。

私 は何の前 ぶれ もな く， ある日曜 日

の朝，突 然呼ばれ，按手聖任 され たの

で ある。そ してその 日の午後 には，聖

徒が礼拝 す るために集 まる家 の，見張

り番に任 命 された。私 がそのように按

手聖任 され るや，何 とも言 いつ くし難

い気持 にな った。私 のようなつ ま らな

い少年 が，神権 の職 に召 され るほど神

か ら栄誉 を賜 わるとはとて も信 じられ

なかったか・らである。私は アロンや レ

ビの子孫が小神権 に属す る聖職 に選 ば

れ たことを読んだ ことがあ った。 しか

し， この私が，その アロンや レビの子

孫 に要求 されてい る仕事の一部 を務 め

るように召 された．のである。 それは私

の理解 をは るか に越 え だ もの で あ っ

た。私 は恐 れた。が， また幸福 で もあ

った。私 が ドアの見張 り番 の責任を受

けた とき， 自分 が１１歳 の少年 に過 ぎな

い とい うことを全 く忘れて いた。そ し

て，私 は主 に属 し，必要 な ときは主が

私 を助 けて くだ さるとい う確信 を持 っ

て心強 く感 じていた。 だが私 は，人 の

目には見えないが，私 よ りもはるかに

強 い見張 り番が何人 も私 のそばに立 っ

てい るとい う感 じをぬ ぐい去 る ことが

で きなか った。

私 が執事 に聖任 され た こ、とは私 の少

年 時代 の生活全体 に影響 を及 ぼ した。

私 は， 時々 自分 が執事で ある ことを忘

れるのを恐 れた。 しか し多 くの場合，

私 は思 い出 し， それ によって いつ も義

しい方 向に進 め た こと に感 謝 して い

る。学校 の運動場で遊んでい るとき，

特 にゲ ームを していて不正 な得点を取

りにかか った り，友だ ちと口論 してい

る最中 に，私は思 い出 した。 この思 い

はまるで大声で 「僕は執事なんだ。そ

して，執事が この ような ことをす るの

は義 しくない」 と言われたよ うに強烈

だ った。 また試 験の 日に，他人 の答案

を写 した り，教科 書か らカンニ ングで

きると思 えた とき，私 は再 び思 い出 し

たのである。 「僕 は執事 なんだ。正直

で誠 実でなければな らない。」ゲ ームや
』試験
で他 の入 が不 正 を、しているあを見

た とき，私 は心 の中で次 のように言 づ

＃『，「彼 らが不正 を行 なうζとよりも

私が不平 を穿 ることの ほ．うがは るかに

悪 い ６・私 は：執 事 な の だ か ら 。」 ・

執 事の職 の責任 で，私 に要求 され る

仕 事の うちひ とつ としてたい くつ な も

のはなかった。聖任 され た ことを たい

へん誇 りに思 っていたので， どん な仕

事 で も受 け入れ られ たのである。私は

支部 でただひ とりの執事 であった。そ

して働 く機会が た くさん あった。

私 が執事 に聖任 された ときの感 動は

決 して消 え去 らない。 また私 が神権者

として主 の特別 な職．に召 された ときの

気持 は， 日々私 にとって力の源泉 とな

っている。後 に，都が教 会の もっと重

要 な職 に聖任 された とき も，すべての

場合 に もそうで あったが，同 じ確信，

す なわ ち私 は真実天か ら力を授 け られ

た， これを誇 りに思 うよ うに主 は望 ん

で お られ るとい う気持を抱 いたのであ

る。私 は次 々に教 緬，長老，大祭 司，

そ してついに主 イエス ・キ リス トの使

徒に聖任 された。聖任 の ときにはいつ

も ，新 しく，心踊 る感激 があった。 そ

れは私 が主 の聖 なる職 執事 に召 され

た とき初 めて知 った感激 と．全 く同 じも

Ｑであ った。 （「１９１４年執事定員会用 テ

キス ト．（菓文）」Ｐ．１３与∴】，６）

１． ジ ェ ー ム ス ・Ｅ ｒタ 」レメ ー ジ ・（１８６９

１９３３） １９１１年 十 二 使 徒 に 聖 任 さ れ

．る ６ 、 ． 亘ヒ。

ｎ ・５

＿ 」
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この記事は，教会の教義を教えるためではなく，読者にと

って参考となり何らかの助けを与えるためのものである。
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「ど うしたらステーキ部大会 にも っと有益さを感 じる こと

がで きるで し ょうか。最近，大会へ行 くのを時間の浪費の

よ うに思 い始 めてい ます 。」

教会の大会は，会員非会員の別な く共に集い，互いに，ま

た話 し手か ら力を吸収 し合う特別な機会です。そこで語 られ

る真理の言葉は，個人的な事柄はもちろんのこと，教会内で

受けている召 しに対 しても有益なものを与えて くれます。

残念なことに，地方の大会や総大会に出席 しても，何の意

義 も感 じられないでいる人がいます。普通には話 し手が非難

されますが，で ももし話 し手にあやまちがあるとすれば，ど

うしてある人は不満足な気持で家へ帰るのに，一方その人の

席の近 くに座っていた別の人が，今までになかった程のすば

１１６

らしい大会 だ った と感 じて帰 るので しょうか。問題は話 し手

にあ るのではな く，聴衆 の側 にあるのです。

確 かに，話 し手 には準備をす る大 きな責任が あります。話

し手は， 「互 いに この王 国の教義を教ゆべ し」 とい う主 の訓

戒 に従 わねばな りませ ん。熱心 に教え る者 には恩恵 が伴 うで

あ ろうと約束 されています。 （教義 と聖約８８：７７， ７８参照）

準 備にあた って話 し手 は，会衆が必要 と してい るものを見 き

わめ，会衆 がみたまの励 ま しを受 けるように努めねばな りま

せ ん。 しか しまた，話 し手を受 け入れ ようと しないために，

すば らしい説教 が聴衆 に伝わ らない場合が どの位 あ るで しょ

うか。 一方，聴衆が霊感 を期待 し，祈 るときに，話 し手 は し

ば しば通常 の力以上 に話せ ることがあ るものです。 大会 で受

け る霊的成長，霊感， また満足感 は，個人の関心度 に非常 に

左右 される もののように思われ ます。

ある人 々は，教会幹部が，今 までのよ うに定期的 に地方 の

大会 に出席 できない ことを残念が っています。御存 じの通 り

教会 の成長ぶ りが それを不可 能に してい るのです。 イエスの

次 の言葉を思 い出 しま しょう。 「わた しがつかわす者 を受 け

いれ る者 は，わ た しを受 けいれ るのである。わた しを受 けい

れ る者 は，わ た しをつかわ されたかたを，受 けいれ るのであ

る。」（ヨハ ネ１３：２０）換 言すれば， も しあ る人 が，地方 の大

会 での話 し手 に敬意を払わなければ，主 のみたまはその人 と

共 にはないのです。

一体聴衆 は， どう した ら大 会に もっ と有益 さを感 じる こと

がで きるで しょうか。

第一 に自分の心を準備 して，期待 し，感受性 を富 ませ，物

事を明 る く見 るように努める必要 があ ります。 また戒 めを守

り，前 回の大会で与 え られた勧告 を実行す るよう努 めな けれ

ば なりません。大会に出席す る と同時 に， いや それ以上 に大

切 な ことは，大 会 と大会 の間の期 間を忠実 に生活す ることで

す。 「彼 ら忠実に してわれを信ず る信仰を行い に表 さば，彼

らの会合す る日にわれ彼 らにわが 「み た ま」 を注 ぐべ し。」

（教義 と聖 約４４：３♪

また特別 の問題 や必要 な事柄 につ いて，祈 りを もって，時

には断食 を して主 に近づ くことは，あなたは言 うに及ばず，

話 し手 や聴衆 に とって も有益 なことです。

自分 に対 する主 のみ こころを受 け入れ ようと集 う人々に，

主 は次 のよ うに言 ってお られ ます。 「見よ， こは汝 らの主 の

喜 ぶ ところに して， また天使 たち も汝 らを見て喜 ぶな り。汝

らの祈 りの施 しはサバオツの主の耳に達 し，聖め られたる者

た ちすなわち 日の栄 の世界 に住む者た ちの名簿の 書 に 誌 さ

る。」（教義 と聖約８８：２）

準備 をす ることに少 し心を寄せれば，主のみ こころはあな

たに明 らかに され，大会 はあなたの生活 に とって意義ある も

の とな るで しょう。

リチ ャー ド ・Ｈ ・モー レー

家 庭 学 習 指 導 主 事

オ ー ス トラ リア



鯉 Ω 。

暴 ●

■ ＠

鹸 且

鯉１購 鐵

す ば ら し い 町

馨▽ ．一∵．鷲 擾
｝． 謬

魁鳥 閾

讃 殉

鯉

作 ： ドロレ ス ・アバ ロス

絵 ：ニ ナ ・グ ロ ー バ ー

これ はメキシコのカタ リーナとい う町のお話 です。

エル ネス トと リカル ドは，学校が終 ると，いつ もか ら

か らの荒地や，地面のひびわれた牧場 を通って，家 へ

水を運んでい ま した。山のふ もとにあ る掘 りぬき井戸

か ら，大 きなおけに水を くみ，てんびんぼ うに下 げて

運ぶ のです。

「今年 の夏 は何を しようか」 と リカル ドが聞 きま した
。

エルネス トの茶色の 目は，ぼんや り してねむそ うで した。

「君 は何を した い ？」 とエル ネス トは聞 きま した。

も同 じことばか りだねえ，変 わ った ことは起 こりそ うにない

し。雨 で も降 って くれれば，水泳 ぐらいはで きるけれ ど。」

「クラブか何かを始め ようか。 マエス トロ （先生） が言 っ

ていたみ たい に……」 と リカル ドは言 いま した。

エル ネス トは肩 にかけたてんびんぼ うをか け直 して， 「で

も，先生は ６週間 も町に研究 に行 くんだぜ。先生 が もどって

来てか らクラブを作 るの じゃ， おそす ぎるよ。 ・∵… しか し何

もない町だなあ， この町は。 つま らないなあ。」

す ると， 「うん，名あんがある」 とリカル ドは目をき らき

らさせて言いま した。「井戸を掘 るんだ 。」

エル ネス トは，急 にえがおになって叫 びま した。 「そいつ

はいい， きっと今までで一番 お もしろい夏休 みになるよ。」

「そんなに うきうきするなよ
。 で も井戸 はほんとうに必要

だ ろう。君の家 とぼ くの家 の間に掘 ろ う。 そうすれ ば両方の

家で使え るか らね」 とリカル ドは言 いま した。

エル ネル トは少 しの間 だまって，遠 くの 山の方を見ていま

した。山の向 こうはど うだろう， そこもここと同 じようにつ

まらない所 なのだろ うか と考 えていたのです。

しか しエル ネス トは， さっき リカル ドが言 った ことをまた

考 え始 めま した。 ほん とうにこの村 には井戸 が必要 で した。

エル ネス トは自分が運んで来 る水 を，お母 さんがはかって

使 っていることを思い出 しま した。お母 さんは， はち植 えの

シダやベ コニヤに，い ちい ちはか って水 をや っていま した。

赤 い レンガの床を は くのに，節 約 しなが ら水 をま きま した。

そ して，食器 を洗 って よごれた水 は台所 の外 の ライムやオ レ

ンジの木 にや りま した。エル ネス トは山の向 こうの町 に行 く

のは，ひ とまずやめに しよ うと思 いま した。

「芽戸を掘 ろう」 とエル ネス トは言 いま した。

翌 朝，エル ネス トのお父 さんは，ふ た りの家の さか いのサ

ボテ ンのかきわの ところに穴 を掘 るのを てつだ って くれま し

た。 サボ テンの根 を掘 り出 し，穴 のまわ りに くいを打 ち，太

ユ１７
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いなわを はりま した。

ま もな く，ふた りはつ るは しとシャベルを使 って井戸 を掘

り始 めま した。土 は太陽で焼かれて， とて もかた くなってい

ま した。午後 にな ると日ざ しも強 くな って きま した。

「どの くらい掘れば いいのかな」 と リカル ドが 聞 き ま し

た。

「水 に当た るまでだ よ」エル ネス トは笑
って答 えま した。

ふ た りは来 る日も来 る日もい っ しょに働 きま した。で も，

エル ネス トは時 々いろい ろなことを考えま した。 そ してある

日ふ とクラークさんが話 して くれた ことを思 い出 しま した。

クラークさん は地質学 者で， カタ リー ナに住 ん で い ま し

た。 エルネス トはクラークさん の話を聞 くのが大 好 き で し

た。

雨季が近 いので 日は暗 く，空 にはむ くむ くと雲がわ きあが

るのに， カタ リーナにはまだ雨 は降 りそ うに ありませんで し

た。

ふ た りは，穴 の真上 にか っ車をつ る し，それで土や岩 をバ

ケツに入れ て引 き上げ ま した。井戸 はだんだん掘 りに くくな

り，手 にた こがで きま した。で もふ た りは掘 りつ づ け ま し

た。

そ うしたある朝 のこと， エル ネス トが井戸の中 にはい る番

にな りま した。 エルネス トはか っ車 にか けたつな に体 を しば

っ．て井戸 の中へ はい り，つ るは しをふ り上げ，す るど く地 面

に打 ち こみま した。す ると土が前 とは変わ ってい るの に気 づ

きま した。岩 はな く，砂だ けになってい たのです。エル ネス

トはバケツに砂 を入れ， また掘 り始 めま した。す ると今度は

変 な音 が しま した。

「きっ と宝 だ」 とエル ネス トが じょうだん に叫ぶ と， リカ

ル ドが外 か ら穴の中をのぞき こみま した。 ．ｆ

２， ３．分後， エル ネス トは骨 を見つ けま した。 それはただ

↓１β

の骨で はな く， とて も古 い大 きな骨で した。

「つ なに これを結ぶか ら，引 き上 げて くれ よ」 とエル ネス

トは叫び ま した。

リカル ドが その骨を調 べてい る間 も， エル ネス トは掘 りつ

づ けま した。

「おい
，ぼ くこんな骨見た ことないよ」 とリカル ドが言い

ま した。

す る と， エル ネス トが興奮 した声で叫びま した。 「お りて

来 いよ。下 に何 か大 きな物が あるよ。」

ふ た りはそれか ら １時間 ぐらい とい うものは，夢 中になっ

て土を掘 りま した。そ して， もう掘 り出す のはあき らめよう

とした とき， それが急 にす るっと抜けま した。 それは骨 では

な く大 きなきばで した。 それを立ててみ ると，ふた りの背 の

高 さ以上 もあ りま した。

「き
っ ときばだ」 とリカル ドが言 いま した。

「何 かか わった動物だ よ， クラークさんの ところへ行 って

聞いてみよ う」 とエル ネス トが言 いま した。

「笑 われ ちゃ うよ」 とリカル ドはいやな顔を しま した
。

ところが， クラー クさんは笑 うどころか，ふた りを ジープ

に乗せ，石 ころだ らけの道を とば して，ふ た りが掘 っている

井戸 の ところへ とんで来 て くれ ま した。

ふた りは クラークさんが大 きなきば についた土をは らい落

とすのを見 ていま した。 クラークさんの小 さな青い 目は しん

けんで した。

「私 は古生物学者で はないが， メキ シコ国立博物館 に務 め

ている友 だちがいるか ら，電報を打 ってみよ う」 とクラー ク

さんは言 いま した。

翌朝，若 い古生物学者，サルバ ドル ・ビ レガスが この町へ

や って来 るまでに， ３人 はさ らに ３つの骨を見つけま した。．

その小 さなできごとはまたた く間．に町中に知 れわた り， カタ
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リーナは大 さわ ぎにな りま した。せ まい通 りには トラ ックや

ジープが あふれ，旅館 とい う旅館 はど こも新 聞記者や古生物

学者でい っぱいにな りま した。町 の人 まで，われ もわれ もと

見にや って来 ま した。

ふた りの両親 は， ど うして も発 くつが必要 なのだ とわか る

と家 をたちの くことに しま した。家 はこわ され ることにな り

家のまわ りには ロープがは りめ ぐらされ ま した。 リカル ドと

エル ネス トは専 門家 といっ しょに発 くつす ることを許 されま

した。

発 くつが終 るまでに， ４頭の マ ンモス１の頭がい骨 とほ か

の部 分の骨が 出て きま した。

さわ ぎが静 まるまで には，だ いぶ時間がかか りま した。 し

ば らくして雨季 になると，町の人は くり返 しくり返 しその話

を しま した。

「来年 の夏 は何を しようか」 とあ る日 リカル ドはエル ネス

トに聞きま した。

エル ネス トは目をかがやかせて，わ らいなが らこう言 いま

した。 「す ることはた くさんあ るよ。新 しい家 を建 てる こと

や，井戸を掘 ることや……」 リカル ドがわかった とい うよ う

ににっ こりとす るのを見て，エル ネス トは話 すのをやめま し

た。ふた りは遠 くへぼ うけんに行 く夢 を見 な くて もよ くなっ

たのです。ぼ うけんは この小 さな町の中でい くらで もで きる

のですか ら。

１．マンモスー 大昔，北半球一帯に住んでいた象で，今は死に

絶えて しまった。

１１９

＼．諸



これはなん．で しょろ

，ぎ、で … ．３４

をｑ Ｚも ・ ・３５

２６。 ．３６

●３７２』５・

・３６

２４ ・
・３９

２２・

２ｈ

２００

２５・

１９ ９

できあが った ら，本を さか

さまに してご らん。

．４０

（●小惚 ρ 乙 ．ラ δ 一９
４ ・，０

９３

晒 ．・ ノ ．”

・ １２

◎１３

１５． １４ ．一 ．

１も １７し 画一麟 二 ｈニー一

　

３ア 　

３９

～６

●∂４

　
． ３ｚ

３３

■
乳７

● ●

λｓ ’

●些ヲ ●弓７ ．

纏 盤
外ｚ．
． 欝
３９ 琴篭 ． ５６

㌔６ ５１ ’ ６１

■５５・ ●８

８３

・３１

● ８６●

３０

． ９ 幽 ● ■

． ． ● ｒ ■ ，
， ， ，

， ９

　 ロ ヲ

ユ ？ ’ ・

ｇ Ｏ ｒ ．

●ｏ ●

’

９● ．

■

コ、６

●

５３

■
∫４

・５‘

５７
σ

●ゆ

・５宮

●５？

，

「 θ

● ９

　 ほ

● ・ ％ Ｏ ｌ７

．，

・， し層 ｒ

ロ の コ

・ ．

・

■

ユ『♪ ３
乳４

● 乙０

２↓
． Ｚｌ

●

●

．

●

．

●

５

３．４． ♪ ・７
●ｅ ．

ス●
．

６ り ●．９１

６…
．ｌｌ

● ．１乙
’４

㌔

．
‘ ５８
．

． ｒ

９

９ １９

１８。 ．２０

嚢戴

∫７ ・

１６

．鳳 ●馴 ４
翼 ｏ ●

〃 ●
． ’ｚ

Ｏ ●
■
＼

１

糠慧 ｉ軽
禰 篠
呂

…’

・’３

●

９・ ８
●

６
９ ．７

５ 。 ４
　 　

誌 ． 子 ・・３
ロ
’ ンシ／

“

／（

鍵

。２２

Ｚ３ ．

２弓 ●

Ｚ７ ●

■２６

● ２８

． ・３」 ●２９ ． ． ．３２

．． 却 彦
．３３．

ク ノ ．．．
／

・３４／ 彰 ．’・．．’．．

墾一裟＾ （＼
Ｏ ＮＮＥ尺」
．議、

ド

〃

１２０



灘攣
すのなかの ことり ギタ　 ロ

霧 ヘヤーブラシ譜 「 響 ど『

ノ Ｗ
ｖ晒 鳩 咽ｖ）嘱臥 ・… ・ド

醜 灘
ヘニ ョ 　 　 ヘミ ポ ロ こ
マ ヒ ヒ　

ゴ 　 を ヒ へ　
レ ミ へ く ヒ

ー・灘 １ 巳 評
こ

醗鱗
１２１

歯



［

モ ー セ の 世 話 を した

ミ リア ム

メ ア リ ー ・Ｌ ・ラ ス ク

絵 ：バ ー ジ ニ ア ・サ ー ジ ェ ン ト

それ は暑い国のお話です。 あた りは暑か ったのですが，

あ しや い草の間はすず しく， ミリアムはそ こで長 い こと浅

せ のあ しの間に浮 かんだかごの番 を していま した。

ミリアムは以前おかあ さんのお手伝 いを して弟 のアロ ン

の めん どうをみま したが，その ときと今 とではだいぶ ちが

ってい ま した。 アロンが赤 ち ゃんの とき， ミリアムはア ロ

ンをだ いて イチジクの木のすず しい木 かげでア ロンと遊 ん

だ もので した。で もそれはエ ジプ トの王 パ ロが，ヘ プル人

磁 慰
羅 難籔

鴨
翻

舅

麟 灘 ’襲

，霧

鑛 Ｎ

な

１霧 匿ン
１２２

島 圧

ミ

の家 に生 まれ た男 の子 はみんな ナイル川の中に投 げ こむ よ

う命令 する ３年前 の ことで した。

ミリアムが知 っているヘ ブル人 はこの国でエジプ ト王 の

ために とて もいっ しょうけんめいはた らいていま した。ヘ

ブル人は町を建てるためにセメ ン トや レンガを作 った り，

王が命 じた ことは何 で もしてはた らいた のです。 しか し王

はヘブル人たちの中にかんと くをお くり， もっともっとは

た らくようにせ きたてま した。 そ こでヘ ブル人た ちは神 さ

ま にエ ジプ ト人たちの とらわれ の身か ら救 って下 さるよう

に祈 りま した。

３ヵ月前 に ミリア ムの弟が生 まれた とき， おか あさんの

ヨケベ デとお とうさんのアム ラムは このことをか くしてい

ま した。 とて もとて もかわいい赤 ちゃんだったのです。 ど

う して この赤 ちゃんをエ ジプ ト人の手 にわた して，川 の中

にほお りこませ ることがで きるで しょう。

そこで おか あさんは水辺 にはえ る草 でかごをつ くり，そ

の内がわ と外がわにねばねば したやにをぬって，水が はい

らないように しま した。それがかわ くと， おかあさん は中

髪
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ワ ラ イ ハ イ エ ナ

（ア フ リカの民話）

Ｇ ・Ｎ ・ラ ンス ダ ウ ン／ 絵 ： リチ ャー ド ・ハ ル

むか しむか しハイエナ といぬは とて もなか よ しで した。 あ

る日ハイエナが言 いま した。 「ねえきみ， き ょうはなんだか

かな しそ うなかおを してるよ。 どうしたの ？」

「ウォーン
， ウォー ン」 といぬはほえま した。 「ぼ くの主

人はひ どい人 で， ぼ くを とて もい じめるんだ。 たべ ものはす

こ ししか くれない し， よ くぶつんだ。 ど うした らいいんだ ろ

う ？」

ハ イエ ナは しば らくじっとかんがえていま した。 そ して こ

う言 いま した。 きみは月に男の人 がいる とい うのを聞 いた こ

とが あるか．い６之 ん どまん月の ときに見 てご らんよ。 そ うし

た ら．見え るか ら。その人 は とて もしんせ つなんだ よ。だか ら

１２４

きみが こま ってい ることを話 した ら，たすけて くれ るとお も

うんだ 。」

いぬはハ イエ ナの話 をほん とうだ とお もいま した。そ して

か な しいことやいやな ことがある と，いつ も『にむか って ほ

え，月の男の人に話 しかけま した，

ハ・ｆエ ナはいぬが月にむか って：まえているのを聞 くと，お

’か しく
てた まりませんで した。 それか らという もの，ハイエ

ナはその ことをお もいだすたびにわ らって しまいま した。 こ

の ときか ら， この どうぶつは ワライハ／ｆエナと呼 ばれ るよう

になったのです。



滅 び 去 った 民 族 の

記 念 碑

ポ ー ル ・チ ー ズ マ ン

南メキ シコ， グ ァテマラ， エルサル バ ドル， ホ ンジュラス

の 主要 部， コスタ リカおよび ニカ ラグ アの一部を擁す る地域

を 中央 アメ リカと呼 ぶ。 それ は古代遺跡が過去 の文明の記念

碑 となっている国± であ り， その往時 の偉業は，旧世界の他

の諸文 明 と肩 を並べ る，否凌賀 しさえす る程の ものであ るが

これを眠 らせ ている地域で ある。

「私 たちの宗教 のか なめ石」で あるモル モン経が中央 アメ

リカの一部古代原住民 についての記録 であ ることか ら，新世

界 におけるこの地域 の遺跡や美術品は，末 日聖 徒を特 に魅 了

している。

神秘 と興奮の一種 独特 な雰 囲気が， これ らのあま り知 られ

て いない人 々の くずれかけた記念碑 に漂 っている。私「た ちは

末 日聖徒 と して，その雰囲気 に格別敏 感であ るが，おそ らくそ

れ は， モルモン経 に登場 する人 々 とつ なが る ものが そこにと

て も多 くあ ることを鋭敏 に察知す るか らで あろ う。例えば，

バ プテス マな どの宗教上 の慣習，髭を生や した 白い神を信仰

してい ること，驚嘆 すべ き建築学上 の功績 農業の発達 ，精

巧 な美術品や工芸品，金 その他 の金属で作 った美 しい細 工 と

い ったよ うな ものが あるか らで ある。

推測 にす ぎないのだろ うか ？ 確か に，推測 であ る。怪 し

げな理 論が数多 く横行 してい る。だが，現 存す るこの コロン

ブス以前 の諸文化の遺跡群は いつの 日か系統 だて られて， モ

ル モ ン経 に登場す る人 々に関 して私 た ちの理解 を増 し加 えて

くれるだろ う、

しか しなが ら， この遺跡群が単に過 去を解 き明かす鍵 であ

るだけではな く，現 代メキ シコおよび中央 アメ リカにおける

私 たちの兄弟た ちを理解 する上 で も役立つ ことを思 い起 こす

べ きで あろう。 これ ら古代 の建造物 は，畏敬すべ き祖先か ら

現 代の子孫 に伝 え られた遺産 なのである。現代の子孫 はその

よ うに光栄 ある遣産 に畏敬 の念 と高 い徳を覚え，そ して湧 き

起 こる誇 りを感 ぜず にはい られ ないだ ろう。 これ ら現 代の子

孫 の言語 ，伝承 および文化の多 くは，遠い過去に，過 ぎ去 っ

た時代 の最後 の砦 と固 く結ばれた過去に，その根 源があるの

である。

たゆみない考古学 の探究は，今 日これ らの国々に住む兄弟

姉妹 に対す る私 たちの理解 を確 実に広げて くれる。私 たちが

遂に遺跡そのものの神秘を解き明か し，その完全な意味を発

見するかもしれないことをだれが知ろうか。

次に掲げる写真は，私が広 く収集 したものの中から選んだ

ものであるが，これ らの滅び去 った民族の記念碑に漂 う神秘

と消えゆ く荘厳さを共に捕えている。

コパン コパンはユカタン半島南部にある第二の古代の大都

市で，古代原住民にとっては偉大な学問の府だったと見なさ

れている。紀元後 １７６年頃の都市 と推定される。広場に見 ら

れる精巧に彫刻を施 こした祭壇や石柱は，当時の偉大な彫刻

家たちの功績を物語っている。壮麗な象形文字の階段は幅約

コパ ン

１２５
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１０メー トルで６２段 あ り， １，５００か ら２，０００個の象形 文字 を擁

してい る。研究者 は，月食 か ら月食 まで の期間の正確 な時間

は， ここで最初 に測定 され た と確信 して いる。偉大な天文学

者や数学者 が，占星術 によって人 々の生活を律 していた とも

考 え られている。

テオテ ィワカン メキシコ市の北東 ３０マイルにあるテオテ ィ

ワ カンは実 に様 ４な遺跡が残 ってい る場 所である。 それぞれ

の遺跡 にはまちまちな年代が推定 されてい るが，紀元前３，０００

年 頃モルモ ン経 の時代 に建造 された と思われ る。今 日残 る最

大 の建築物 は太陽 の ピラミ ノドで あ り，附近には１２の祭壇 建

築 かあ る。 この ピラ ミノドに覆われ た面積 は， エジプ トのケ

オ プスの巨大な ピラ ミノドに覆 わ れ た面 積 よ り も広 い。広

場，市 場，公共 の建物，他 に多 くの住民か いまだ残存 してい

て， セメ ン トの道路 が地下の排水渠 を覆 っている。

壁 は しっ くいを塗 って あった り壁画 で飾 った りしてある。

この美 しい都市 のアズテ ソク語の名前 テオ テ ィワカンとは，

「神 々の住 み給 う所」 とい う意味で ある。

モンテ アルハ ン メキ シコ市 の南東 ２００マイル，メキ シコ

の近代 都市 オアバ カを見 おろす，約 ３１０メー トルの丘の頂に

そひえ る建築物 よ りも美 しい ものを見つ け出そ うとす るのは

困難 てある。救 い主生誕 の ８００年前に建設 された古代都市 モ

ンテ アルバ ンは，今 日もまだ建 って いる。金細工：，宝石，

宝玉の品々，金銀 の腕輪，金冠，優美 な半透明の壺，その他

多 くの精巧 な美 術品か， この古代都市 か ら発掘 されてい る。

ラ ベ ンタ 南 メキ シコの ラ ベ ンタのいわ ゆるオル メカ文

化 は， だいたい紀元前 ８００年 頃の もの とされている。 あちこ

ちに突 き立 って いる玄武岩の巨大な人頭 の彫刻 は， これ らの

人 々の手 に成 る もので，貴人の肖像だ と一部 の学者 は考 えて

いる。 この未知 の民族 は美術 にお けると同様 ，土木 の才能 に

も並 々な らぬ ものか あったに違い ない。 とい うのは， この巨

大な彫 刻の材料 は， ラ ベ ンタの北西 トウス トラ山脈か ら５５

マイ ル以上 もひかれて きたはすたか らてある。測 ってみ ると

もの によっては高 さ約 ３メー トル もあるとっ しりと した頭部

は，古代 アメ リカ芸 術の偉業 のひ とつてあるか， その機能や

目的 は神秘 に包 まれてい る。

後 の時代 にラ ベ ンタは，明 らかにケ ツァル コア トル の崇

拝 で遠方か らも近隣か らも人 々を引 きつけていたか， ここに

キ リス ト生誕 の ５世紀前，十字架か石の壁に刻まれたのであ

る。

パ レンケ パ レンケの遺跡 はメキシ コの ビヤエルモサの東方

１２６

ぞ



草木が繁茂する山腹の影に横たわっ．ている。四階建の塔が遺

跡群の上にそびえ立っていて，地平面か ら頂上に向かい，ひ

と続 きの階段が延びている。 これは，天文台と望楼を兼ね備

えていたと思われる。 この塔の近 くの地平面下に造 られ た

「碑文の神殿」の内側には， ７世紀の貴人の遺体を納めた石

棺があってその蓋の表面に十字架の形に彫 られた命の木の勲

章が現われている。主の誕生以前にさかのぼる荘大な文明の

遺産 とその遺跡は，未知の建設者たちの神秘的な記念碑でも

ある。

の遺跡 は実際 には高 さ約２４メー トル，直径約 １１８メー トルの

円錐形 に磨損 して しまってお り，頂上 は勾配 と階段で結合 さ

れ る ４つの部分 か らで きていて，原形のおおよその面 積を と

どめているにす ぎない。 キ リス ト教時代が到来を告げるまで

に大激変が起 こり， クイ クイル コー帯を廃虚 と化 して しまっ

た。附近 の小 さなシ トル とい う，外見は大 した ことのない火

山が爆発 し， クイクイル コの建物の．みな らず，今 日浸 ドレガ

ル （石だ らけの土地） と呼ばれ るメキ シコ渓 谷南西部 に至 る

広大 な地域 まで も熔岩で覆 って しま ったのであ．るｇ

テ ィカル 巨大な遺跡 テ ィカルは，英領 ホ ンジ ュラスの国境

に近 いグ ァテマラにあ る。 この熱帯 の考 古 学 の宝 庫 に は，

８００以上 の石碑 を始 め寺院，宮殿，神殿， 犠牲の祭壇， 儀式

壇，住居，球戯場 ，高台，歩道，．浴場な ど３，００Ｇを越す個 々別

々の建築物があ る。 ！万点 以上 の儀式 の用具，器具，私有の

装飾品， その他 の品々が発 見 されているロ テ ィカルの建物の

年代 は， はるか紀 元前 ６００年 にまでさか のぼ るよ うで ある。

ここに掲載 したのは，遺跡群 の中の一番大 きな建造物では な

いが，中央広場では一番重要 な 「ジ ャガーの神殿」で ある。

クイクイルコ イ エス生誕 を さかのぼる少 し前， クイ ク・ｆル

フの楕円形の ピラ ミッドがメキ シコ市周辺 に建 て られ た。 こ

ジ ビル チャル トゥン メキ シコのユ カタ・ン半 島， メ リ．ダ市 の

北，海のす ぐ近 くに ジビルチ ャル トゥンの遺跡が２０平方 マイ

ル にわた って広が っ・て．い る。 ζの都市 は，広大 な地域 にお け

る商業の中心地であ った と思 われ る６居 住地 φ高度が らみて

最初 の住 人は，紀元前 ２，σ６０年 頃で はないか と思われ るが，

この地はスペイ ン人 が征服す るまでず っと人 々が住んでいた

ら しい。数千年 にわたって作 られ ては棄 て られ壊 れ た 陶器
．が
，続 々と土 台や壁の中か ら発 見 されている。

チーズマン博士 は，ブ リガム ・ヤング大学 でモルモン経研究計 画 の 主 任 を

してお り， これまで２０回以上も中央アメ リカや南 アメ リカへ遺跡 研 究 の た め

に旅行 している。
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契 約 を 守 る 者

メ ア リ ー ・プ ラ ッ ト・パ リ ッ シ ュ

はるかか なたのウクライナでは，オオ カ ミの大群 がその地

方 を うろつ きまわり，遠 くか ら旅 を して来 た旅人 は夜 になる

と身を守 らな くては な らなか った。それで旅人 たちは大 きな

たき火を たいて オオ カ ミを防 ぐのであ った。火 が赤 々 と燃 え

て いる間 は， オオカ ミはテン トか ら遠 く隠れていたが，消 え

ると襲 って来た。野営 してい る一行の運命 は火 をた く責任を

受 け持つ人 の手 にかか っていた。

霊的 な意味で，狡 猜なオオ カ ミがテ ン トを襲 って，人 々を

滅 ぼそうとあた りを うろついてい る。その危険 か ら身を守 る

ため，主 は子供 の心 に信仰の火を赤 々 とともす責任 を， イス

ラエル の母親た ちに託 された。イス ラエル の母親 は契約 の守

り手で ある。母 親た ちが この信任 に答 えるな らば， その民は

選 ばれた民一 王な る祭 司一 となる とい う主 の約束が幾世

代 に もわた り事実 とな ってあ らわれるだろ う． しか しもし責

任を怠 るな ら， 「オオ カミ」 が襲 って来 て，契約の祝福は失

われて しま うだ ろう。

この契約は，背教 が支配 していた時 伐の族長 アブラハ ムに

端を発 してい る。そのよ うな時勢 にあ りなが らもアブラハ ム

と妻のサ ラは，主が高貴 な家柄一一 新 しい種族一一 を起 こし

た もうための器 とな った。 この種族を通 じて，神の王な る祭

司 の主権が世の終 りまで続 くこと となった ので ある。

さ らに主 はアブ ラハムの 子孫を浜 の砂，天の星のよ うに増



やそうと契約を交わされた。 しか し２４年待っても，アブラハ

．ムには子供が生まれなかった。サラは７５歳のとき，子供を産め

．ない年にな
ったことを知って，アブラハムに約束されたもの

を受け継 ぐ子孫が恵まれるよう，自分の奴隷を差 し出 した。

しかし，契約の民の母親を選ぶ特権はサヲにもアブラハムに

もな く主御 自身のものであり，主はサラを選ばれたのであっ

≠こ。

それならば，主はなぜ３８年間 もサラに子供を授けられなか

ったのだろうか。その説明は聖典の中に出ていないが，おそ

らくサラは母親という大きなつとめを果たすだけの用意がで

きていなかったためだろう。それでさまざまな辛苦や経験を

昧わって信仰を強 くされたのではないかと思われる。私たち

は，サラが背教の民のただ中に生まれ育ったことを心にとめ

なければならない。民は先祖ノアの神をないが しろに して偶

像崇拝に陥っていた。サラはそのような生活 しか見ていなか

った。父も祖父も偶像を崇拝する人であった。ただ叔父にあた

るアブラハムだけが唯一の真の神を拝んでいた。彼ひとりが

不信仰の時代の波に逆 らって自分の信条を守っていたのであ

る。私たちは，サラがアブラハムの神を知って理解するよう

になったと確信することができる。なぜならアブラハムは偶

像崇拝をする女とは結婚 しなかったに違いないか らであり，

その彼がサラを妻にしたからである。

しか し，サラは信仰を保つことができるだろうか。契約の

民の母となることは神聖な尊い召しである。サラは，世の基

が置かれる以前か ら，地上に高貴な主の種族を築 く大切な鎖

のひとつとして選ばれた，高貴にして偉大な霊を生もうとし

ていた。その高貴 にして偉大な霊は，偶像崇拝の異教の地に

生まれ，あらゆる悪にさらされることであろう。唯一の真の

神に対するその子の信仰は，母親に大 きく影響されるに違い

ない。その子は母親か ら，主がアブラハムと交わされた契約

のことを学ぶのである。自分がその契約の継承者 として選ば

れたことを知 らされ，自分がどれほど契 約を尊 ぶかにょっ

て，将来子孫がこの契約を大事にするかどうかが決まること

を学ぶのである。

その意味で，サラは契約の守 り手であった。契約の将来は

彼女の手中にあったと言える。・彼女はどんな状況下にあって

も，決 して生まれ故郷の偶像崇拝に戻ってはならなかった。

彼女を訪れた最初の試練は，なつかしく大切なものをみな

あとに してアブラハムに従い，ほこりまみれのキャラバ ン隊

に加わって，主が導いて下さるというアブラハムの言葉だけ

を頼 りに未知の国へ向かうことであった。サラがその試みに

耐えたと思 うと，すぐに次の試練がやってきた。目的地に着

くと，そこは期待 していたような乳と蜜の流れる土地ではな

く，生活 してい くこともむずか しいような荒涼とした所であ

った。しかしサラには信仰があったので，つぶやきもせずア

ブラハムと共にエジプ トへ行った。そこではアブラハムの妹

になりすますようにという主の命令に少 しの疑念もはさまず

従ったのであった。そのためサラはパロの家に連れていかれ

故郷 とそっ くりの環境に放 り込まれた。アブラハムの神を知

る者がエジプ トにひとりもいなかったか らである。

偶像崇拝者たちにとりかこまれて王の客となったとき，も

しサラがエホバへの信仰をひるがえそうとするならば，正に

このときであった。しかしサラはそうはしなかった。サラは

貞淑な妻であったばかりか，唯一の真の神を真心か ら礼拝 し，

王の宮廷にあふれる数多 くの悪から守って下さる神の御手を

感謝 したのであった。

主がアブラハムに子供を約束されたときか ら，サラは自分

を通 して実現 される約束を待ちわびていた。この約束は子供

を生めない年になってからも彼女を支えていた。落胆 したサ

ラは主のみこころを信頼 して，自分の子供を得るという望み

をすべて捨てた。心にずっと慈 しんできた最大の望みを，信

仰の祭壇に捧げたのである。そしてアブラハムに，他の：女性

を約束の継承者の母とするように勧めたのである。

サラは今や，’祝福を受ける用意が整 っていた。そしてその

１２９ ヨ酒
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祝 福は・イサ クで あった。主 はアブ ラハ ムにサ ラが身 ご もるこ

とを告げ ると共 に，彼女 に 「女王」 の称号 を授 け，契約の民

の子孫 がすべて彼女 を母 と呼ぶだ ろ うと告 げ られた。 （創世

１７：１５，１６参照） サ ラは９０歳 の身で 「年老 いていたが，種を

宿 す力 を与 え られた。約束を なさったかた は真実であ ると，

信 じていたか らである。」（ヘ ブル１１：１１）

イサ クについて，主 は 「彼 と契約を立てて，後の子孫 のた

めに永遠 の契約 としよ う」 と言われた。 （創世１７：１９） イサ

クの妻 リベ カは主か ら選 ばれて，母親 とな る祝福を受け るま

で２０年 間試 され た。 それか ら彼女 は双生 児のエサ ウと弟ヤ コ

ブを生 んだ。

ふた りの子供 がまだ おなか の中 にい る間 に，主 は，当時の

慣習 に反 して 「兄 は弟 に仕え るで あろう」 と リベ カに啓示 さ

れ た。（創世２５：２３） 彼女 はそれを知 って， 神か ら与 え られ

た契約 の継承権が ヤコブに行 くよ うに配慮 した。 イサ クがそ

の祝福を，すで に家督権をヤ コブに売 り，ふた りの カナ ンの

女 と結婚 して面 目を失 っていたエサ ウに与 えるつ もりなのを

知 った リベ カはそれを さえ ぎってエサ ウの代 りにヤコブを立

てたのであ る。

ヤコブが 「祝福を受けず，かえってのろいを受 けるで しょ

う」 と異議をは さむ と， リベ カは 「あなたが うけるの ろいは

わた しが受 けます」 と答 えている。 （創世２７：１２，１３） リベ

カは契約が正統でない相続人 の手 にわたるのを見 る くらいな

ら，む しろ自分の行 ないの結果 をた とえどんな もので あろう

と喜んで受 けよ うと したのである。彼女 は立派 な契約 の守護

者で あった。

ことの次第を知 ったイサ クは，祝福 をす でにヤコブに与 え

て しま った とエサ ウに言い， さらに 「彼 が祝福 を得 るであろ

う」 とつ け加えた。（創世 ２７：３３） その ことは， イサクの口

か ら出た言葉はイサ クの ものではな く主 の言葉 であ り，彼 ら

は それを変 えることがで きない ことを不 している。

のちに主は ヤコブ とも彼 の父や祖 父 と契約 したときと同 じ



く，契約 を交 わされた。 こう して リベ カは， 自分 の義務 を遂

行 して罪 な しとされた ことをは っきり知 ったのであった。

リベ カにつ いては， ヤコブを兄 ラバ ンの所 へや り，兄 の親

類 の間か ら妻をみつけ るよ うイサ クに勧 めた こと以外 にあま

り知 られ ていない。 もっともその直接 的な理 由は， エサ ウが

ヤ コブを殺 そうと してお り，家を離 れなければ殺 されて しま

うか らで あった。

ヤコブはラバ ンのふた りの娘 ， レアおよび ラケル と結婚 し

九。 レアは ラケルが 自分の子 を生 む前 に， ６人 の息子 とひ と

りの娘を生んでいた。サ ラや リベ カと同様 に， ラケル は子供

に恵 まれ るまで長 い年 月を待 たなければな らなか った。彼女

ね 「わた しに子 どもを くだ さい。 さもない と，わ た しは死 に

ます」 と叫んでい る。 （創世 ３０：１） 「次 に神 は ラケルを心

に とめ られ， 彼女の願いを聞 き， その胎を開かれた」 （創世

３０：２２）その子 が ヨセフで あった。

子を宿すまでの長 い年月 に，主は ラケルに，ヨセフを教 え，

主 の道に沿 って育 てる とい う重 い責任 に耐 え られ るよ う用意

を させ られた と思 われ る。 ヨセブが信仰 を守 り抜 くには，立

派 に教え育 て られ な くてはな らなか った。 なぜな ら，彼は人

生 の大部分を異教 の国の悪影響 にさ らされ るはずだ ったか ら

で ある。

ラケルは決 して失敗 する ことは許 され なか った。実際彼女

はその責任 を立派 に果 た し， ヨセブは義の戦士 とな り，神 と

民 に忠実な，徳 と許 しと柔和 に富んだ高貴な人物 とな ったの

であ る。彼 はすば らしい母親が誇 りにで きる誉れであ った。

父 の子 の うちでは下か ら２番 目で あ りなが ら，息子 エ フライ

ムに家督権が わた され たので，家督権は ヨセ ブに帰 したか ら

であ る。

しか しラケルは， ヨセブの輝 か しい将 来を知 らずに死 んで

い った。彼女 は弟ベ ニヤ ミンを生 んでま もな く， ヨセ ブが死

んだ もの と嘆 きつつ世を去 ってい る。

モーセの母 ヨケベ デの役 目もラヶルに似 ている。 ヨケベ デ

の息子 もエジプ トの宮廷に育っている。赤ん坊のときに拾わ

れ，パ ロの娘に育てられたか らである。 しか し試 しのときが

来ると，モーセは圧制に苦 しむイスラエル人のために，住み

なれた家，パロの宮廷とエジプ トの国を捨てたのである。

母親ぷ；乳母 として雇われていたほんの短い年月にモーセ

に教えたことは，彼の意識の うちに深 くしみ込んでいた。そ

れでモーセは，唯一の真の神がお られ，イスラエルの民が主

の力を行使する器として特別な民になると契約されているこ

とを，忘れることができなかったのである。その真理に比べ

れば，エジプ ト人の教師か ら受けたすべての教 えは，無に等

しいものであった。 ヨケベデが本当のイスラエルの解放者だ

ったと言 うことができる。それは彼女がもしモーセを教えて

いなかった ら，解放は行 なわれていなかったに違いないか ら

である。

これまで述べたように古代イスラエルの多 くの母親が，契

約の守 り手のつとめを忠実に誠実に果た してきたが，そうで

はない人も大勢いた。最終的には大多数の人々が守護の手を

ゆるめて偶像崇拝の諸悪を家庭や社会に招 き入れることにな

った。王アハブはバアルを崇拝するイぜベルと結婚 し，彼女

が契約の守護者たち以上に熱狂的であったので，国全体が彼

女の策略に屈し，木石の偶像を拝するようになった。

民は 「律法にそむき，定めを犯 し， とこしえの契約を破っ

た」。（イザヤ２４：５）そのため，契約はもはや効力を失って

しまった。その結果，主は民か らみたまを取 りあげ，彼 らを

荒廃するにまかされ，民はさまよう者，外国に寄留する者と

なった。契約の守 り手が主なる神への信仰を保てなかったこ

との悲 しい証 として，主はその民を地の国々の間に散 らされ

たのである。

今日，主はあらゆる地方，あらゆる国か ら主の民を集めて

おられる。家督権を持つ支族の母たちは，再び契約の守護者

の特権を受けているのである。今度は，決 して失敗 してはな

らないのである。 壽

鋼
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使徒パウロは勧告 した。 「妻たる者

よ。……自分の夫に仕えなさい。」（エ

ペソ５：２２， コロサイ ３：１８参照）ま

た， 「夫は妻のか しらである。」（エペ

ソ５：２３）とも教えた。さらに主はエ

デンの園のイヴに， 「あなたは夫を慕

い，彼はあなたを治めるであろう」

（創世 ３：１６）と告げ られた。

末日聖徒の中でも，妻もしくは母親

が家庭を治める責任のほとんどを引き

受けなくてはならない場合も確かにあ

る。それは例えば父親が死んだか離婚

したかで母親だけのとき，あるいは病

気やけがで働けないときであろう。 し

か し，父母両方がいる末 日聖徒の家庭

についてはどうであろうか。末日聖徒

の夫と妻，特に夫が神権者である場合

の夫婦の関係はどうあるべきであろう

か。

１９０２年，ジョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管

長は，第６代大管長になったす ぐあと，

次のように述べた。

「家族という組織に関 して，特 にこ

の組織が大神権者によって管理される

とき父親以上に高 い管理役員 はいな

い。権威は尊重されねばな らない。あら

ゆる神権時代の神の民の間において，

神の霊感を受ける予言者たちは権威を

敬 い強調 して教えを説いて来た。族長

制度はその起源を神に持ち，今 も永世

１３２

家 庭 の 族 長 制 度

ブ レ ン ト ・Ａ ・バ ー ロ ウ

にも存続するであろう。 ここに，男女，

子供がこの制度 と神の民の群における

この権威を理解 し，神の子 らが最高の

昇栄に至る条件であり備えであるこの

権威を神の意図されたように用いなけ

ればならない理由がある。家庭の管理

権 は常に父親に与えられている。家事

や家族の事柄に関 してこれ以上の権威

はない。」

この教えは，現代の末日聖徒の結婚

や家庭にあてはまらないだろうか。族

長制度は末日聖徒の家庭でどのような

役割を果たすのかについて，す ぐに質

問が出る。 この原則が確かなこととそ

れをどう生かすべきかについては，念

入 りな評価が必要である。

どんな事柄において，末 日聖徒の夫

は妻の 「か しら」として行動するのだ

ろうか。婦人はいつもすべてのことで；

夫に 「仕え」なくてはな らないのだろ・

うか。妻は自分の結婚生活や家族のこ 「

とで決定を要するときに，何かの役額

を果たすだろうか。族長は，絶対の方

を持ち，時には横暴なやり方で統治す

る専制君主 と同じだろうか。

は じめに，末 日聖徒の夫あるいは父

親は監督やステーキ部長や長老定員会

会長が役職にあって管理するのと全 く

同 じように，妻や家族を管理すると百

っておこう。みな副監督，副ステーキ

部長，副会長と共に行動 し，顧問とし

て召 した副会長に相談せずに大切な決

定をすることはほとんどない。顧問の

助言が管理者の正 しい決定に役立つこ

とは多い。
’
副会長はその指導者が留守のとき，
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スミス大管長の言葉によれば 「家庭の

管理権は常に父親に与えられている」

のである。大管長は続いてその理由を

説明 している。

「この族長制度は神聖な精神 と目的

を有 している。口実をつけてこれを無

視する者は，家庭内で尊ぶよう定めら

れた神の律法の精神に沿わない。 これ

はだれが常に非常にすばらしいかとい

う問題ではない。まただれが最 もふさ

わ しい生活を送っているか という問題

でもない。主 として律法 と秩序の問題

である。人が権威を用いるのに全 くふ

さわしくないにもかかわ らず，権威が

依然 として残 り，敬われているという

事実を重視する必要がある。」

例えばあなたのワー ド部にふたりの

監督が任命されて，は じめの人が聖餐

会で，翌週の日曜日の聖餐会は １時間

早 く始めると発表 した場合の混乱を想

像 してみなさい。彼が発表 している間

に２番目の監督が立ち，聖餐会はいつ

もの時刻に始めたいと言 ったとする。

ふた りが管理 していて民主的原則が働

くであろうか。ステーキ部長がふたり，

長老定員会会長がふたり， 日曜学校会

長がふたり，扶助’協会会長，初等協会

会長がふたり，定員会や補助組織やグ

ループにいる場合のことを考えてみな

さい。教会はどのようにして動 くだろ

うか。 「法 と秩序」は行き渡るだろう

か。同じように，特にひとりが神権者

１３３
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として管理権 を神か ら託 され ている場

合に， 夫婦両方 でど うしてお互 いや子

供たちを管理 してよい ものだろ うか。

家庭 とワー ド部の管理 の類似点 は，

パ ウロの教 えを学 べば さらによ く理解

で きる。彼は，監督 に聖任 される人 は

結婚 していて，「自分 の家を よ く治め，

謹厳で あって，子供 たちを従順 な者 に

育 てて いる人で なければな らない」

（１テモテ ３ ：４）， さ らに 「その子

たち も不品行の うわ さをたて られず，

親不孝を しない信者でな くてはな らな

い」 （テ トス １ ：６） と教 えている。

第一の責任，すなわち妻 と家 庭を管

理す る能力を証 明 して こそ，人 は神権

の第二の管理の職 を引 き受 け ることが

で きる．パ ウロはその理 由を 「自分 の

家を治め ることも心得 ていない人 が，

どう して神 の教 会を預か る ことが でき

よ うか」 （１テモテ ３ ：５） と語 って

い る。

パ ウロは族長制度 につ いて， 「この

奥義 は大 きい」 （エペ ソ ５ ：３２） と述

べ ている。 この奥義 は妻が夫 に服従す

るので はな く，夫が妻 と家族を治め，

共 に作用 し合 うや り方で あろう。ス ミ

ス大管長は語 ってい る。

「この権威は責任 と重 大な権 利 とを

伴 う。人はその生 活で模範 を示 しす ぎ

るとい うことはない。また家族 とい う
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組織 において この重要で神が定 め られ

た行動規範 に沿 って生活す るよ う注意

しす ぎる とい うこともない。」

使徒 パ ウロは力説 している。 「夫た

る者 よ。 キ リス トが教会を愛 してその

ためにご 自身 をさ さげ られ たよ うに，

妻を愛 しな さい。 ……それ と同 じく，

夫 も自分 の妻 を， 自分 のか らだ のよ う

に愛 さねばな らない。 自分 の妻を愛す

る者 は， 自分 自身 を愛す るので ある。

自分 自身 を憎 んだ者 は， いまだかつて

ひとりもいない。か えって キ リス トが

．教会にな さったよ うに して，お のれを

育て養 うのが常 である。 ……あなたが

たは，それぞれ， 自分 の妻を 自分 自身

のよ うに愛 しなさい。妻 もまた夫を敬

いな さい。」（エペ ソ５ ：２５，２８，２９，

３３）

近 代の啓示 は，神権者 と して特 に妻

や家族 をいかに管理す るか を知 る手が

か りを与 えている。

「如何 なる権力 も勢 力 も，神権 によ

りて維持 する能 わず， または維持すべ

．きものにあ らず， ただ説服 と堅忍 と柔

和 と温情 と偽 らざる愛 とによる。また，

親 切 と浄 き知識す なわ ち偽善 にあ らず

好智 にあ らず してその人を甚だ大い な

らしむ るものによ る。 すなわ ち，聖霊

・に感 動 しては機 に臨 みて激 しく人を責

む 。然 る後， また彼 の汝 を敵視せ ざ ら

んために責 めたるその人に一層の愛 を

示す。

……神権 の権能 は天の能力 と固 く結

びつきて離 るべか らざるもの に して，

天 の能力 は正義 の原則 によりてのみ支

配 し運用 し得 る ものなり， と。 この権

能 のわれ らに与 え らるる事 もあらんは

真実 な り。 され ど もし己が罪を蔽 いか

くさん とし，われ らの高慢，空 しき野

望を充 たさん と企 て， また は幾分にて

も正 しか らざることによ りて人の子 ら

を支配 し，統御 し，強制せん とす る時

は，見 よ諸天 は退 き去 り，主の 『みた

ま』悲 しむ。主の 「みたま』退 き去 ら

ば，神権 また はその人の権 威は終 りな

り。

われ ら悲 しむべ き経験に よりこの事

を知 る。 およそ殆ん どすべ ての人間は

少 し許 りの権威を得た りと思 うや，忽

ち正 しか らざる支配を始めん とす る生

れつ きの性癖 あ り。

……絶 えず徳を以て汝の想を飾 るべ

し。然 る時 は，汝 の自 ら信ず ること神

の前 に強 くな りて，神権の教理 は天 よ

り下 る露 の如 くに汝を うるおさん。聖

霊 は常 に汝 の伴侶 とな り，汝の笏は真

理 と正義 の変 ることな き笏 とな り，汝

の支配 は永遠 の支配 とな りて強い らる

る ことな く永遠 に汝 に流れ込 ま ん。」

（教義 と聖約 １２１：３６，３７，３９，４１一

４３，４５，４６）

末日聖徒の家庭の族長制度を確立す

ることにより，夫婦関係が良 くなると

共に親子関係も向上する。妻が夫の権

威，権能，決定を自分で行使しようと

求めるとき，子供 もそれを求めるのが

当然のなりゆきではないだろうか。ま

たそのようなとき，子供は父の権利だ

けでな く，自分の人生に影響する決定

の権利を両親に要求するのではないだ

ろうか。米国結婚および家族問題協会

幹事，エ ドワー ド・Ｊ・リドマン博士

は述べている。

「現在，科学的証明はほとんどなさ

れていないが，ここ数 ヵ月間に，青少

年の反抗が論点となって平等主義の修

正が取 りざたされている。新たな手段

で，かつてな く大勢の青少年が，今，

教育，結婚，性の表現，そのほか人生

の大切な事柄に自分の意見を通そうと

している。女性が男性の権威を要求す

るように，若者は家族の権威，その他

関連するあらゆる公的機関の権威を自

分に要求 している。」

末日聖徒の親たちは，危機をはらむ

時代に直面 していると言える。私たち

は子供にキリス トに対する信仰，悔改

め，バプテスマ，聖霊の賜を授かる按

手礼などの福音の原則を教えよと戒め

られている。すなわち 「両親はその子

１３５
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家庭の族長制度

供た ちに祈 ることと，主 の前 に正 しく

歩む こととを教 え ざるべか らず。」 （教

義 と聖約６８：２８） これ らの ことに失敗

す るな らば，その当然 の結果 を招 くで

あろう。

パ ウロも， 「終 りの時には，苦難 の

時代が来 る。 その時，人 々（子供た ち）

は……親 に逆 らう者，恩 を知 らぬ者，

神聖を汚す者 …… とな る で あ ろ う」

（皿テモテ ３ ：１－ ２） と教 えた。末

日聖 徒の家族 が 「逆 らう」末 の時代 に

世に染 ま らずに毅然 として立 つには，

私たちの家庭 を治 め，維持 する諸原則

をよ く学 ぶ必要 がある。

主 は古 代イス ラエル人 に， 「あなた

の父 と母 を敬 え」 （出エジプ ト２０：１２）

と，単に口先 だけではな く， まず母 が

家の長 と しての父 を敬 い，父 は母 を敬

うことに よって示 すべ きひ とつの原則

を命 じられた。

夫 と妻 が互 いに尊敬 を示 す とき，結

果 と して子供 は両親 を敬 うことを教 え

られ る。ス ミス大管長 によれば，父母

を敬 えとの戒 めは現 在の教 会員全員 に

与え られてい る。 なぜ な らこの律法 は

永遠だか らで ある。

両親や教師 も，結婚 の用意 を してい

る末 日聖徒に対 して大切 な責任 を負 っ

てい る。パ ウロは 「若 い女 たちに，夫

を愛 し，子供 を愛 し，慎 み深 く，純潔

１３６

で，家事に努め， 善良 で， 自分 の夫 に

従順 であ るよ うに教 える」 ことを勧 め

た。 （テ トス ２ ：４， ５） また， 「若

い女 は結婚 して子供 を産 み，家 をおさ

め，そ して，反対 者にそ しられ るす き

を作 らないよ うに してほ しい」 と言 っ

た。 （欽定訳 １テモテ ５ ：１４）

パ ウロは同 じよ うに若 い男性 に も，

「万 事につけ慎 み深 くあるよ うに
， あ

なた 自身 を良 い わ ざ の模 範 と して示

し，人を教 え る場 合には，清廉 と謹厳

とを もって し，非難 のない健全 な言葉

を用 いな さい」 と勧 めた。 （テ トス ２

；６－ ８）

末 日聖 徒の若 い男性 は結婚生活 の族

長制度を理解 す ることによ り，彼 の管

理 の しかたをよ く理解 する妻 を選ぶ こ

とがで きるで あろう。逆 に末 日聖徒 の

若い女性 は， 「正 しか らざ る支配」 を

せず，彼女 の ことをよ く理解 し，子供

たちの従順 とは どうい うものか を理解

す る夫を上手 に選 ぶ ことができるで あ

ろう。末 日聖徒 の結婚生活，家庭生活

が族 長制 度以外の方法 で営 まれ る こと

は，先に述 べたよ うに 「家庭 内で尊ぶ

ように定 め られた神 の律法 の精神 に沿

わない。」

族 長制 度が結婚生活 において教会指

導 者や聖典 に記 された通 りに実践 され

るな らば，末 日聖徒 の夫婦 はよ り幸福

でより確固とした，満足のいく結婚生

活を経験するであろう。さらにそのよ

うな関係の中で，子供の養育に大切な

指針を生かすことができる。ス ミス大

管長はこう勧告 した。

「妻 と子供は神の王国における族長

制度が賢明な目的のために確立された

ことを教えられるべきであり，家長を

支持 し，家長がその義務を果たすにあ

たって励ましを与え，神が家庭の長に

与えられた権利 と特権を家長が行使す

るにあたり全力を尽 くして助けなけれ

ばならない。

……族長制度 と家族の権威を組織す

る必要は，その権威を持つ人と同様原

則に基づいている。末日聖徒は族長の

．律法に基づいて家族をしつけるべきで

ある。そうすれば，今日ふさわ しくな

い子供たちによりその立場を危 くされ

ている多くの問題をなくすことができ

るであろう。」

注

ユ． ジ ョ セ ブ ・Ｆ ・ス ミ ス ， 「福 音 の 教 義

豆」 Ｐ．２０， ２１

２． 同 上 Ｐ ．２１

３． 同 上 Ｐ．２１

４． エ ドワ ー ド ・ Ｊ ・ リ ドマ ン ， 「結 婚 カ

ウ ン セ リ ン グ の 手 引 き （英 文 ）」 序 文

５．’ ス ミス ， 「福 音 の 教 義 Ｌ Ｐ ．２１， ２２

Ｌ：



ジ ゴー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ ス

手 を差 し伸べる人

ア ー サ ー ・Ｒ ・バ セ ッ ト

スミス大管長とサイン

私た ちの ほとん どは， 自分 を真心か

ら愛 し，その愛の上手 な表わ し方 を心

得てい る人 々にあ うと，逆 らうすべを

知 らない。そのよ うな人 が自分を大事

に思って くれてい ると知っているため，

自分に とってその人 は大切 になる。

この ような愛を持 つ人 は，残念 な こ

とに非常に少ない。 それは，他人 に対

す る純粋 な関心 が ２， ３の秘訣 によっ

て開発 され る才能 ではな く，心 と心の

自然な結 びつ きだか らである。 このよ

うな愛 は，人 にその人 自身の ことや趣

味 について語 らせ る以 上 の こ とで あ

ろ，なぜな ら， 人間関 係をひ とたび意

識 す ると，人 とのすべての交わ りに生

命 の息を吹 き込 む自然 さが失われ るか

らである，

人間関係 の授業で テクニ ックを学ぶ

人 は多い。 しか し私 たちは，正直 な心

で他人 のためを思 う深 い心を養 う必要

が ある。

現代の若者は，人を理解 す るよ りも

上手 に扱お うと しが ちなにせ物 の テク

ニ ックに反抗 してい る。現 代の若者 は

真 芙を．真 さか らの関心 を， そ して意

義深 い入 ・・関 係を求 めている。 それ ら

の性質すへ てを ろ℃せ持 った偉大 な人

が，第 ８代大菅民 二 ，一 ジ ・アル バー

ト・ス ミスであ る一

ス ミス大管長は人 ㌘を 愛し． １＼々 は

彼 の純粋 な関心を感 じたため， 後は鼓

会内外 の人々か ら愛 し尊敬 された。英

国の 小説 家 ビバ リー ・ニコルズは， あ

るとき，アメ リカの生活様式 を研究 し

よ うとアメ リカ国内を旅行 した。 そ し

ての ちに 「ア ンクル ・サムソ ン」 とい

う，アメ リカ人 の生活 を手 きび しく皮

肉 ったユーモア小説 を著わ した。 その

中の １章 にはソル トレーク市の訪問に

ついて記 され ている。彼 は初 めて末 日

聖徒社会 の生活 を目にす る他の多 くの

人 と同様 に， おも しろい ことを多 く発

見 した。 しか しジ ョージ ・アルバー ト

・ス ミス大管長 との会見は異 な ってい

た。彼 は， 「私が これまでに， 旺直で

廉 直で神を畏れ る人に出会 った とする

な ら， ス ミス大管長 こそ正にその人 で

ある」 と書いてい る。

興味深い ことがス ミス大管長 の葬儀

の ときに起 こった。葬儀 ではひと りの

非教 会員に弔辞 を頼 んでいたが， フ ィ

ッツバ トリックとい うその入が， スミ

ス大管長 について，教会外 の人 々の感

情 を実 に簡 単に言 い表 わ し た の で あ

る。

「彼 は悪心 のない宗教人で
，教会の

みな らず，すべ ての社会の霊的指導者

で した。彼 といるだ けで，皆様は彼の

霊 性を感 じられ たことで しょう。

彼 は兄弟愛，言 い換 えれば，彼が全

人類 に対 して抱 いて いた清い愛につい

て話す のが好 きで した。 それは教 義の

ぐ

凝、

欝ｉ躍膨

醗
灘躍 脇

態 ’嚇
灘 ’「』畷 斗．鎌 ’

詑

擁

無 ㌔夢・疑

蝉

欝 唾

轟

違 いを越えた深 いキ リス トのま ことの

愛 であり，人の心を より豊かに深 く理

解す る天 よりの賜です。」

Ｊ ・ル ーベ ン ・クラー ク副管長 は，

ジ ョージ ・アルバー ト ・ス ミス大管長
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若 き ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス はｇ

Ｚ Ｃ Ｍ ｌの 南 部 ユ タお よ び 南 東 ネ バ ダ 担

当 セ ール ス マ ンを 勤 め た

左上 ：１８９３隼頃南部諸州での最初の

伝道を終えたスミス長老

上 ：１９１９年 １２月 ヨ ー ロ ッパ 伝 道 部

長 に召 され た

左 ：ヨーロッパ伝道部長当時の写真

と共 に大管長会で働 き，彼をよ く知 っ

ていた人 と して， この葬儀 の ときに話

を した。

「私 は教 会員 に一言述 べたい と思 い

ます。皆 さんは， この職 にあっておそ

らくは最 も偉大 な指 導 者 を失 い ま し

た。私 は，ジ ョー ジ ・アルバー ト ・ス

ミス大管長ほ どに人を愛 す る心 を持 っ

た人は， この教 会にいなか った と思 い

ます。」

ス ミス大 管長 は幼 い ときに，立派 な

人間はいつ も困 ってい る人のために時

間を とることを学んだ。わずか ５歳 の

ときに，母 親は彼を黒のベルベ ッ トの

スー ッに正 装 させて，ブ リガム ・ヤ ン

グに会いに行かせた。彼 は， オグデ ン

に行 く鉄道切符 を何枚 か手 に入れるの

に， ヤング大管長の助力を願 う手紙 を

携えていた。ス ミス姉 妹の夫 は英 国で

伝道 していたため， 自分 で切符 が買 え

ない ほど貧 しか ったのであ る。

幼い ジ ョー ジは ２丁離 れたヤ ング大

管長 の事務所 へ向かい，当時の教会本

部を取 り囲む壁に とりつけ られた大 き

な木 の門を押 しあ けた。 どっしりとし

た門が重 い鉄 のち ょうつがいを支点 に

して開 くと， ジ ョン ・ス ミス とい う名

の大 きなス コ ットラン ド人 が目の前 に

立ちはだか っていて， 「何 の用か ね」

と少年に聞いた。 ジ ョージは心臓が止

ま るほ ど恐 ろ しく思 いなが ら， 「ヤ ン

グ大管長 にお会い したいのです」 と返

事を した。す るとス コッ トラン ド人 は

とどろ く声で 「ヤ ング大管長 には君 な

んかに会 う時間はないよ」 と 返 答 し

た。ス ミス大管長 が自 ら語 ると ころに

よ ると，彼 は この ときには もう気を失

いかけていたが， ち ょうどそのとき事

務室 の扉 があ き， ヤ ング大管長が歩 い

て きて声 をかけた。

「「ジ ョン，何なのだね。」

ジョンは 『小 さなお友だ ちが ヤ ング

大管長に会いたい とい うのです』 と言

い，大声 で笑 った。彼 は うまい冗談だ

と思 ったのである。 しか し， ヤ ング大

管長 は世 に も謹厳 な態度で彼 に言 った

「ジョン，その子 を中 に入れ なさい 。」

守衛 は，私 を中 に入れ る しか なか っ

た。 そ してヤ ング大管長の立 ってい る

ポーチへ私 をあげ た……

ヤ ング大管長 は私の手を とって事務

室へ案 内 し，机 にすわ ると私を膝に乗

せ，腕 をまわ した。 そ しておよそ想像

で きる最 もやさ しい態度で，彼 は私 に

聞いた， 「君 はヤ ング大管長に何 を し

てほ しいか な。」

老 えて もみ たまえ。彼は偉大 な教会

の大管長，准州知事で，なすべ き務 め

は多 い。 それ にもかかわ らず， 少年 の

私 は， まるで隣接 の州 の知事 が受 ける
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ハ リー ・トル ーマ ン大 統 領 と の 会 見

ｌｉ灘 、、難

蕪

驚轟

羅灘塾難
１
家族はスミス大管長が生前に受けた数々の賞を大切に保存している

かのよ うな親切 と丁重 を もって迎 え ら

れたので ある。」

将来 の主の予言者 ジ ョージ ・アルバ

ー ト・ス ミスが，その事務室 か らの帰

り道 にヤ ング大管長か ら受けた印象を

想像 していただ きたい。彼は大 人にな

ってか らもその ときの教えを片時 も忘

れず，人か ら何げな く見過 ご しに され

るよ うな人 々の ことを常に思いや って

いた。

例 をあげ ると，あ る大会か らの帰途

の ことである。彼 は ヒーバー ・Ｊ ・グ

ラン ト大管長の娘 といっ しょだ った。

彼女 の話 によると，彼 は通路の反対側

にいる手荷物を た くさん さげた若い親

子 を見 やっていた。 そ して この．母親に

話 しか け，助 けてや る必要を感 じたの

である。

「す ぐにス ミス大管長 は若い母親に

話 しか けま した。 そ して私た ちの席 に

戻 って くる とこ う言 いま した。 「やは

り思 った通 りで した。あの若いお母 さ

んは長 い旅 を しているのです。切符を

見ま した。 どうして切符を売 った人は

もっと旅行 しやす い道を知 らなか っ些

のだろ う。 あの切符だ とオグデンとシ

カゴで長 く待 た され る。私 はオグデン

でお りて，彼女 の切符を， オグデ ンや

シカゴで長 く待 たな くていい接続の良

い切符 に換 えて もらうよ うに頼んでみ

ます。』」

ス ミス大 管長 は汽車が止 まるとお り

て，交渉 を し，若 い母親 の切符を良 い

切符に代えて もらった。彼 は このよ う

に思いや りのあ る人 であった。

彼は さま ざまな人 と交 わ り，彼 らの

問題を知 ることによ って この思 いや り

を何倍 に も深 めた。 ジ ョージ ・アルバ

ー ト ・ス ミスは２０歳 の ときに
，．ＺＣＭ

Ｉの セールスマ ンとして雇 われ，歴史

に はジムと しか知 られていない同僚 と

共 に南部ユ タ州 をまわった。

あ る人は，後 に予言者 となった彼の

さまざまな タイ プの人 と仲良 く交流す

る才能に強 い印象を受けた。彼 は時 に

はハ ーモニ カやギ ターを奏 で，亜鈴体

操 を した り，・ｆンデ ィア ンクラブを振

りまわ して体格 を良 く しよ う と努 め

た。 （時々：，幾 つかの村 で仲 間 と腕 だ

め しを した ことがあ った。）

コー一モアの センスは，折 りにふれ て

発揮 され，・人々の心 を開 くのに役立 っ

た。その丁例は，ジ ムが取引 き先 にわ

けよ、うと して旅 行に ウイスキーのびん

を持 ち込んだ ときの ことであ る。び ん

を見つ けた とき，知恵の言葉 の原 則に

従 っていた彼は 当惑 した 。 しか し彼は

ジ「ムに一言 の説教 も懲 らしあ もせず，

旅 の途中の どこかで いたず らを レタ う

と心 に決 あた。 その チャ ンス は，β．た

りが ソル トレー ク市か ら８０キロ南の プ

ロボを出発す る前 にや ってきた。 ジ ョ

ージ ・アル バー ト・ス ミスはジムが幌

馬車 か ら離れ た間に，びんを捜 し出 し

て， ある友 だちのと ころへ ひそか に運

び，友 だちはか ねての指示通 りウイス

キーをあけて水 をつ めた。 それか らび

んを元 の場所 に戻 した。幾晩かた って

ジ ムがびんを持 ち出 して来て秘密が明

らかになった。 ウイスキーはな く，び

んにはイオ ウ臭 い汚 ない水が入 ってい

た。ス ミス大管長 は この話を愉快が っ

て， 自分 自身が いたず らされ た話 とと

もに， しば しば話 の種 に していた。

ジョー ジ・アルバ ー ト・ス ミスは使徒に

な る前 にふ たつの伝道部 で働 いた。 ひ

とつはユタ南部居留地でＭ ＩＡ宣教師

として， もうひ とつ は合衆 国南部の モ

ル モンに対 する迫害が いまだ に激 しい

地 での伝道 であった。 ス ミス長老は あ

る とき，暴徒 の支配下 にある丸木小屋

１３９
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「私は最近まで死の影の谷を歩いて

いました。幕の向こう側があまりに近

くて，天父の特別な祝福があり， ここ

にとどまることはきっとないと思いま

した…∵・向こ．う側に近よれば近よるだ

け，福音が真実であるという確信が強

まりま した。」

彼はこの病いの教訓を決 して忘れな

かった。疑いなく数々の教訓は彼の思

いやりを深め，彼は 「虚弱の度に応 じ

てその民を救う方法を知るために民 と

同 じく虚弱を受けた」のである。 （ア

ルマ７ ：１２）

「私は誤った人を捜 し求め，義 と幸

福の人生へ連れ帰ろう。

私は人に自分の理想を強要せず，愛

をもって正 しい行動へ導 こう。

私は民衆と共に生 き，彼 らが問題を

解決 して幸福なこの世の人生を送れる

ように助けよう。

私は高い：地位による評判を避け，思

慮浅い友人のほめ言葉 を意 に介す ま

い。」

高い地位の人にこのような人物がい

るとは，心洗われるではないか。１９３３

年に行なわれた総大会で，ジョージ ・

・アルバー ト・スミスはこのように強調

して語った。

「私にとって，イエス ・キ リス トの

福音のうちで最もうれ しいことのひと

つは，私たち全員を同 じレベルに置い

ていることである。日の栄光の最高の

位へ昇るためには，ステーキ部長や十

二使徒定員会の一員 になる必要 はな

い。神の戒めを守る最 も謙遜な教会員

が日の栄光の人々と並んで昇栄を受け

るのである。’イエス ・キリス トの福音

のうるわ しさは，主 の戒 めを守 る限

り，私たちを皆平等にしていることに

ある。教会の律法を守る限 り，私たち

は昇栄の機会を平等に得る。信仰と義

を増 し加えるとき，私たちの光は交わ

る人々にとって導きとなり祝福として

輝 く。

私は知 りつつ人の気持を傷つけるこ

とはしない。たとえ自分に悪い仕打ち

をした入で も。そのような人にはかえ

って良いことを し，友だちに しようと

努めよう。

私は利己主義とねたみの心に打ち勝

ち，天父のすべての子供の成功を喜ぼ

う。

私は生けるものの敵になるまい。・

入類の贈い主が，私たちを進歩させ

この世でも来たる世でも幸福になるた

めの唯一の計画を世に与えたもうたこ

とを知るとき，私はこの真理を広める

ことを義務のみならず恵まれた特権と

感 じる。」

ある人々は， このような信条を単に

「お定まりのきれいごと」と言う。 し

かしス ミス大管長にとって，それは自

分 の生 き方の焦点であ った。

ここに，何 かのハ ンデ ィキ ャップを

感 じてい る若者 たちに特 に告 げたい こ

とが ある。ス ミス大管長 の写真を見て

左 目に注意 していただきたい。中央で

はな く外側 に寄 っている。 ジ ョージ ・

アルバー ト・ス ミス大管長 は生涯読書

に も日常 に も，人 との応待 に もそ のハ

ンデ ィキ ャップを背負 っていた。彼は

自分 のハ ンデ ィキ ャップを嘆 くかわ り

に， 目を他人 に向け，不朽 の愛 と友 情

を勝 ち得 たので ある。

人 間，問題が何で あれ，関心が何で

あれ， 自分 を外 に向 ける こと，すなわ

ち人 を助 ける ことこそ，幸福 な人生の

秘訣 である ことを， ジ ョージ ・アルバ

ー ト・ス ミス大 管 長 は 示 した の で あ

る。
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ソル トレーク市で出生

父が使徒に聖任される

ＺＣＭ Ｉオーバー１］一ル工場で鋤 く

南部ユタでＹＭＭ ＩＡのために伝道する

ルーシー ・エ ミリー ・ウッドラフと結婚

南部諸州で伝道

合衆国大統領ウィ リアム ・マッキンレーにより，合衆国政

府ユタ州受託および委託支配人に任ぜられる

使徒に聖任される

病気のため職を休む

国際灌概会議議長に選出される

国際乾燥農場会議議長に選出される

ヨーロッパ伝道部長

ＹＭＭ ＩＡ中央管理会管理会長に任命 される

サンズ ・オブ ・アメリカンレボ リューション協会の副会長

に選出される

アメリカ・ボーイスカウト管理役員に選出される

南太平洋各伝道部の訪問

大管長に支持 される

死去
噸

魂

班」



乱

私 の 改 宗

佐世保支部

小 野

私 の 証

泉

過 ぐる日，我が家に宣教師の訪れが

ありました。それは昨年 ４月のある午

後のことでした。

ふたりの宣教師の方と長女恵子姉妹

は，日曜日に教会に集 う約束ができま

した。そして次の安息日か ら姉妹は日

曜学校に通い始めたのです。彼女は感

ずるところがあってか，いろいろな集

会によく参加 しました。その結果約 １

ヵ月位 してバプテスマの許可を父親の

私に求めてきました。それまで数 日間

にわたり大変考えた様子でした。私は

この申 し出に対 して，自由意志には反

対 しないが，自己の責任において信仰

を全うするな らバプテスマを受けなさ

いと許可をしました。・彼女は会員とな

り，前 にも増 してよく教会に集いまし

た。やがて姉妹は福音のすばらしさを

感 じたのでしょう。ある日私たちにこ

う語 りかけました。 「結果は求めませ

ん。自由意志で結構ですか

ら日曜学校 に集 いません

か。」６月の第一安息ロに初

めて教会に集 う機会に恵ま

れました。当日は日曜学校，

聖餐式，証会と参加 し，乱 、＼ ．…園 、．、

｛１銭ｌｌ磯
をする機会がありました。

神様の偉大な導きがあったあの日の
・ことはいまだに忘れることはできませ

ん。それか ら妻 と共に次の日曜日から

福音の勉強をすることになり，親子 ３

人で教会に集い始めました。そして多

１４２

くの皆さんの導きを得て， レッスン約

２ヵ月で夫婦そろってバプテスマの運

びとなりました。それは７月３０日で し

た。渡辺伝道部長の按手により聖霊を

賜わりアロン神権の職に召され，ほん

とうにすばらしく祝福された門出とな

りました。その後はもちろん福音を求

めて日々精進致 し， ８月中旬には伝道

部大会にも参加 し霊的境地にひたる機

会にも恵まれました。そ して証の指名

を与えて下さいましたことを感謝致 し

ております。またその後数日を経て祭

司の職 に召され日曜学校や聖餐式の責

任をつとめることになりました。安息

日には教会に集い，聖餐を受けて霊的

に満たされ， 「みたま」を感 じて心に

喜びをおぼえ，信仰の日々を送 りまし

て今 日を迎えています。でもやはり好

ましい状態ばかりの連続ではありませ

んでした。けれども 「みたま」を感 じ

胸に満たされ，豊かな導きを得た喜び

はいつの日も忘れることはできません

でした。悔改めの機会を得て日増 に真

理を知る恵みがありますことを感謝 し

ます。神様は神権者にバプテスマを施

す機会を与えて下さいました。ほんと

うに神権行使の責任の重大さと権能の

尊厳 さを知 る

ことができま

した１。また神 ・

権者 として，

家庭の父親 と

すば らしい末 日の家庭ができることを

願ってがんばっております。

父なる神様はこの末 日近き現世に広

く福音を教えられ， これに従 う人々を

お導きくださいますことを知っていま

す。そして聖霊は私たちの心に喜びを

与え，強 く正 しく生 きよと導いてくだ

さいます。すべての人々に祝福を与え

てくださいます。 この末 日の教会は唯

一の真の教会であり，父なる神様は生

きてましましてこのようにお導きくだ

さることを証申し上げます。アーメン。

私 の 証

真 理 を 求 め て

群馬支部

吉 宗 ツ タ ノ

私は広島県の中国山脈の頂，芦田川

と江戸川の分水嶺にあたる田舎に１１人

兄弟の７番目として生まれました。父

と母 とは熱心な仏教信者で，京都西本

願寺の信徒で した。私は小学校を卒業

して１４歳の頃２０里ばかり離れた広島市

の小学校教員になる学校に入学 しまし

た。その寄宿舎の近 くに英国婦人ふた

りと日本婦人が住んでいました。その

方が英語を教えて くださるとのことで

友人ふたりと習いに行きました。私た

ちは り一ダー １から英語を教わ り，そ

の後で新約聖書をマタイ伝か ら教えて

いただきました。だんだん聖書を習い

進んで行 くうちに 「天地はすたれん。

されど我が言葉は変わることなし」と

あるのを読み，私の心は動かされまし

た。仏教を説いたお釈迦様はこの世に

身体を残 して死んだけれど，キリス ト

は死んでも３日目にはよみがえったで

はないか。私はキリス トの言われるこ

とを信 じ，キリス トに従っていきたい

と思 うようになりました。 しかしいよ

いよ決心の段になると三日三晩眠れま

せんで した。広島の学校を卒業 してす

ぐに小学校 の教師．の．免状をとりまし

た。郷里の小学校に２， ３年勤めまし

たが郷里ではキ リス トの教会 もなく信

者はひとりもおりませんでした。私は

決心 して東京に出ました。東京では仕

事のかたわ ら教会を訪ね歩きました。

そして私はどこかの教会にきっと予言



者がいるに違いない，旧約の時代には

いつも予言者がいて神様を信 じる者を

導いていたけれど， もう主の再臨が近

いから必ずや予言者がどこかの教会に

いるだろう。そう思っていたのです。

そのうちに私は，教員では伝道はむず

か しいから，自由職業をなすために歯

科医になりたいと思い，歯科医学校に

入って勉強を始めました。両親のすね

か じりもしないで独力で働きなが ら歯

科の学校 も卒業 して検定試験もす ぐ通

り，一人前の歯科医となって東京の日

本橋で開業 しました。その頃の東京は

区画整理 でなか なか落ちつけないの

で，群馬県に引越 しました。そ して現

在の富岡に歯科医を開業 しま した。そ

の頃キリス ト教会では救世軍が一番よ

く奉仕 しておりましたか ら，私 も救世

軍に入って集会によく出席 し，募金運

動などもやりました。

１９５４年の晩春でありま した。いつも

のように治療室で患者さんを診ている

と，玄関に声が してふたりの青年が立

っており，ひとりは外人でした。 日本

人の方は私に対 し， 「お宅ではキリス

トを信 じておりますか」と 聞 き ま し

た。私は 「はい，キ リス トを信 じてだ

罫嚢１嚢鰐議 …
申 しま す と彼 は続 いて，

「あなたは神様 はどんな方 …１轍ｉ…鍵 灘

芋認弊隷睾糠 続１灘
ちている霊 の方です」 と言 撒

うと， 「違 います。 あなた

は旧約聖書の創世記 を読 み

ま したか」 と聞 か れ ま し

た。 それで 「はい，創世記

は読み ま した」 と言 うと 「人 は神の形

に似せて造 られた とあるで はあ りませ

んか。 ジ ョセ ブ ・ス ミスという方は父

なる神様 とイエス様 を見 ま した」 と言

って話 して下 さいま した。私 は聖書を

読みなが ら長 い間 まちが ってお りま し

た。 そのとき初 めて 目が さめま した。

続 いて三位一体 は三位 三体 である教 え

も，教会の教えを理解 で きなかった私

にとって，霧が晴れ るよ うにはっき り

と理解で きま した。

それか ら 「私の教会には予言者 がお

ります」 と言 われま したのでびっ くり

しま した。 「長い間の望 みであった真

実の教会は これだ。 これ こそ真 実の教

会 に間違いない 。」私 は うれ し くて泣 け

て泣けて しかたがあ りませんで した。

それか らモル モン経の こと，神様 の こ

と，実 に喜びにたえませんで した。三

日三晩一睡 もで きませんで した。

この とき私 を完全な救 いに導 いて下

さったのは今井一男長老 です。 その頃

群馬支部に宣 教師 として支部長 を兼任

し，富岡まで来て戸 別訪問 して伝道 し

てお られたのです。私 はそのよ うに し

て救いに導 かれま した。完全 な救 いに

導 かれたのです。

バプ テスマを受 けたのは そ の 翌 年

１９５５年 ５月 １日で した。今井長老がわ

ざわざ東京か らおいで になってバ プテ

スマを施 して下 さいま した。その とき

娘 もいっ しょで した。娘 はまだ１０歳 で

した。

今 は娘 も歯

罐 簗 をさせて眈
藤糞だいておりま
‘す
。私 はた く

さんの子供を

育てま した。

親のない子供

また親が育て られないので頼まれた子

供です。

娘 もだんだん歯科の方も上達 してき

ましたか ら，私は暇をみて知人に，ま

た道を求めている患者 さんに，育てた

子供たちに， しっかりした信仰を得さ

せたいと思 っております。

私がこの教会に入った ことはこの上

ない喜びです。

救世軍にあっても私は救われたと信

じておりましたけれど，神権のない人

か らのバプテスマでは天国の門に入れ

なかったのです。

今はなき両親先祖まで救われる神の

全能なる御計画を知 り，九だただ感謝

しております。

モルモン経は真の予言者の記録であ

って， これによって初めて完全な儀式

を知ることができるのだと思います。

モルモン経に従 って実行することによ

ってのみ日の栄に達することができる

と信 じます。

知恵の言葉は完全に実行 しておりま

す。同業者の会合のときも，私は酒を

のまないことが決まっておりますか ら

だれもすすめません。お茶もコーヒー

も遠慮 して くれます。

什分の一は税金によらて収入がはっ

きりしますか ら，完全に捧 げ て い ま

す。神様は必要は必ず満たして下 さい

ます。私は子供のときからの信者で，

質素と倹約は守りますか らいつでも困

ることはありません。

朝夕のお祈 りと食事の感謝 も欠か し

ません。今年 ２月， とてもはなはだ し

い神経痛に苦 しみましたが，神権者の

兄弟から祝福 していただいてまたたく

間に癒 されました。それ以後全 く健康

になりましたので感謝 しております。

神権の尊いことはよく知っておりまし

たが全 く驚 くほど早 く完全に癒 されま

した。長年の神経痛はそれ以来すっか

り消失 して しまいました。

正 しい祈 りは必ず応えられることを

信 じます。

乱、この教会は唯一の真の教会であるこ

とを信 じます。

イエス ・キリス トの御名により証申

し上げます。アーメン。

１４３
．、彙



私 の 証

自分を愛するように

横 浜 ワー ド

渡 部 正 雄

２月２７日， ステーキ部大会神権指導

者 会が第 ３ワー ド部で開かれ， １時間

ほど早 く着 いた私 は礼拝堂で モル モン

経 を読 んで いま した。す ると菊地副ス

テーキ部長が入 って来 られ， リグ ラン

ド・リチャーズ十二使徒 がお会 い した

いそ うです均・ら来 て下 さい と言 われ ま

した。私 は身 のひ きしまる思 いで監督

室 に入 って行 きま した。

リチ ャーズ長老 は， ち ょうどお父 さ

んのよ うなやさ しいまなざ しで，あな

たは祝福師 に召 され ま した と言 われま

した。が くぜん と した私は，おそ るお

そる果 た して私 にその価値 があ りま し

ょうか とお尋 ね します と，長老 はニー

フ ァイ第二書 第 ３章 の， リーハイが そ

の子 ヨセ ブに語 った先祖 ヨセブの予言

を引用 され， 「ジ ョセブ ・ス ミス は末

日の予言者 と して主 に召 されたか ら主

の導 き と助 けによってその務めを果た

したのです。 あなたも主 に

召 され たか らには，主が守

って お られ るか らで きない

ことはないのです」 と力強

くさとされま した。

不思議な ことに，私 はち

ょうど今 しがた礼拝堂 で こ

の ところを読 んだばか りで

したので， よ くわか りま し

た。すべてを主 に任せ て，

私 は感謝感激 しなが ら， お

召 しに従ったので した。

４月 ６日， ソル トレークの総大会の

後 ，午 後 ４時か ら，教会事務室 の講堂

で祝福 師 とステーキ部長 の集会が開か

れ，数 名の新任祝福師 は前列 にすわ ら

せ られ ま した。

十二使徒ベ ンソ ン長老が教義 と聖 約

１４４

・１０７章３９章を引用されて， 祝福師の重

大な任務を強調 され， この職を奉ずる

者は神の人でなければならない。少な

くとも最 も神に近 くあらねばな らない

と言われました。そのとき私の心に，

あなたがたの天の父が完全であられる

ように，あなたがたも完全な者 となり

なさい，と言われた主の言葉が浮かん

で来ました。そ して主はさらに，求め

よさらば与えられん，と呼びかけられ

ま した。私はただただ主に信頼 し，全

力を尽 くして，この聖なＱ御業に献身

しようと決心 して帰って来ました。 ４

月２０日，夜を徹 しての祈 りと主のみた

まの助けによって力づけられた私は，

早朝，田中ステーキ部長に電話して，

本日ただいまよりこの聖なる御業に奉

仕させていただきますと申し上げまし

た。田中兄弟は折 り返 しきょう祝福を

受けたい人がいるのですかと聞かれ，

一応，ステーキ部長会を通 して発表 し

ますからと言われ，私は喜んでお待ち

することにし，まず最初に申し込まれ

ていました高等評議員の神崎兄弟姉妹

に連絡 しました。神崎兄弟が出張され

ていましたため，最初は４月２８日の共

立講堂での発表を目前に した石井由美

霧姉妹， それに

箏伝道 に出 られ

；る岩 田兄弟 に

・私 が祝福師 に

聖任 されてか

らち ょうど ２

ヵ月 目の ４月

２７日，東京 ワ

ー ド部におい

て祝福 させて

いただ きま し

た。儀式執行

中，主のみたまに満たされて，私は私

の手をおいた兄弟姉妹のためな ら，自

分の命を捧げてもよいと思う程の愛を

感 じました。無事に祝福を終えたとき

は，共に感謝感激の涙にむせぶばかり

で した。翌２８日の リサイタルは大成功

裡に終了 しました。石井姉妹は楽屋を

訪ねた私に，演奏中ずっと兄弟のお声

が耳に響いて力づけてくれましたと言

われたとき，私はただただ主とはらか

らに感謝するばかりでした。

その後引き続いて神崎御夫妻を始め

多 くの兄弟姉妹に祝福させていただい

ておりますが， この聖職の尊さを身に

しみて感 じさせ られております。

今度のソル トレークの祝福師の会に

私が７年前にハワイで祝福を受けたヒ

ュー祝福師が来てお られ，喜んで私の

ところへとんで来られましたが， この

重責どうした らよいでしょうかとまず

尋ねた私に， 「心配することはないで

すよ。ただ授ける人 と共に祈 り，その

人を心から愛すればよいんですよ」と

言われました。その言葉が今はっきり

とわかり，主が言われた

「「心をつ くし， 精神をつくし， 思

いをつくして主なるあなたの神を愛せ

よ』 これは一番大切な第一のいましめ

である。第二もこれと同様 で あ る。

「自分を愛するようにあなたの隣 り人

を愛せよ』」 の御言葉が やっとわかっ

てきたような感激にひたっています。

そして私の命の続 く限り， この聖職

に奉仕させていただきたいと念願 して

おります。

心からへりくだって皆様の御指導 と

御援助を仰 ぐ次第であります。

皆様の上に常に豊かな主の恵みと祝

福がありますようにお祈り致 しており

ます。
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